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ありがとう 赤谷小学校　
最後の卒業式
　焼峰山に見守ら
れてきた赤谷小学校
は、3月31日に140
年に渡る長き歴史に
幕を下ろしました。
　3月23日に最後
の卒業式が行われ、
4名の児童が伝統あ
る学び舎から巣立っ
ていきました。
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当初予算案などを説明する市長当初予算案などを説明する市長

　
議
会
提
出
議
案

　

議
会
提
出
議
案
は
、
議
会
関
係
の
条

例
・
規
則
の
改
正
議
案
３
件
、
意
見
書
２

件
を
提
出
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
本
会
議

で
可
決
し
ま
し
た
。
意
見
書
に
つ
い
て

は
、
国
等
に
送
付
し
ま
し
た
（
内
容
は
15

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。

　
　
年
度
予
算

　

平
成
27
年
度
当
初
予
算
案
が
市
長
か
ら

提
案
さ
れ
、
一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委

員
会
や
各
常
任
委
員
会
で
専
門
的
に
審
査

し
た
後
、
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
４
８

０
億
４
０
０
０
万
円
、
12
の
特
別
会
計
２

９
１
億
２
７
０
６
万
円
、
企
業
会
計
（
水

道
事
業
会
計
）
３
２
億
８
３
１
６
万
円
の

総
額
８
０
４
億
５
０
２
２
万
円
（
前
年
度

比
４
９
億
１
２
５
万
円
、
６
・
５
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
は
、
新

庁
舎
及
び
新
発
田
駅
前
複
合
施
設
建
設
事

業
な
ど
で
前
年
度
比
８
・
９
％
増
と
な

り
、
７
年
連
続
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
は
、
新
発
田
市
ま
ち
づ
く

り
総
合
計
画
に
掲
げ
た
５
つ
の
基
本
目
標

に
鑑
み
、
事
務
事
業
の
重
要
度
、
緊
急
度

な
ど
を
勘
案
す
る
と
と
も
に
、
「
少
子
化

対
策
」
、
「
産
業
振
興
」
、
「
教
育
の
充

実
」
に
重
点
を
置
き
編
成
し
た
と
し
て
い

ま
す
。

　

市
長
か
ら
は
、「
『
こ
ど
も
た
ち
に
夢
を

　

ま
ち
に
活
力
を　

し
ば
た
み
ら
い
創
造

予
算
』
と
し
て
編
成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
市
民
が
将
来
へ
明
る
い
希
望
を
持

っ
て
い
た
だ
き
、
何
と
し
て
も
人
口
減
少

問
題
を
克
服
し
、『
新
生
し
ば
た
』
の
創

造
に
向
け
、
市
政
運
営
を
よ
り
一
層
強
固

に
進
め
て
い
き
た
い
」
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
議
員
11
人
で
構
成

す
る
一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に

お
い
て
、
４
日
間
に
わ
た
る
徹
底
審
査
の

後
、
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
新
年

度
予
算
議
案
に
対
す
る
討
論
が
交
わ
さ

れ
、
出
席
者
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た

（
一
般
会
計
予
算
審
査
の
内
容
は
、
16
ペ

ー
ジ
か
ら
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。

　
　
年
度
補
正
予
算

　

平
成
26
年
度
補
正
予
算
案
も
同
時
に
提

案
さ
れ
、
駅
前
複
合
施
設
建
設
事
業
、
カ

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
事
業
等

の
国
の
補
正
予
算
に
対
応
す
る
事
業
、
急

を
要
す
る
事
務
事
業
費
の
調
整
、
ま
た
、

地
方
創
生
に
向
け
て
国
が
交
付
す
る
地
域

住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
を
活
用
す

る
地
域
活
性
化
商
品
券
発
行
参
画
事
業
、

プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊
旅
行
券
発
行
参
画
事
業

な
ど
の
事
業
予
算
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
会
派
代
表
質
問

　

会
派
代
表
質
問
で
は
、
各
会
派
の
代
表

４
人
の
議
員
が
質
問
し
「
重
要
施
策
」
や

「
行
財
政
問
題
」
な
ど
、
新
発
田
市
の
将

来
像
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
を
中
心

に
、
市
長
の
政
治
姿
勢
や
教
育
委
員
会
の

方
針
な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
（
質
問
と
答

弁
は
、
６
ペ
ー
ジ
〜
８
ペ
ー
ジ
に
記

載
）
。

　
一
般
質
問

　

２
日
間
に
わ
た
り
、
11
人
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
市
長
、
教
育
長

な
ど
に
答
弁
を
求
め
、
市
政
を
た
だ
し
ま

し
た
（
質
問
と
答
弁
は
、
９
ペ
ー
ジ
〜
14

ペ
ー
ジ
に
記
載
）
。

　
一
般
議
案
　

　

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
教
育
に
関
す
る

事
務
の
職
務
権
限
の
特
例
に
関
す
る
条

例
、
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
な
ど
新
た

に
制
定
す
る
条
例
案
、
ま
た
、
行
政
手
続

条
例
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
、
介
護
保

険
条
例
、
市
立
幼
稚
園
保
育
料
徴
収
条

例
、
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関

す
る
条
例
な
ど
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
な
ど
の
議
案
を
各
常
任
委
員
会
で
専
門

的
に
審
査
し
た
後
、
本
会
議
で
可
決
し
ま

し
た
。

　
人
事
案
件

　

市
長
か
ら
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
う
教

育
委
員
会
制
度
改
革
で
設
け
ら
れ
る
新
た

な
教
育
長
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

議
案
が
提
出
さ
れ
、
無
記
名
投
票
に
よ
る

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
同
意
す

る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
同

意
し
ま
し
た
。

　
行
政
報
告
　
　

　

市
長
か
ら
、
５
月
に
フ
ラ
ン
ス
で
行
わ

れ
る
「
パ
リ
蕗
谷
虹
児
展
」
へ
の
市
の
所

蔵
作
品
の
輸
送
に
係
る
経
費
や
保
険
料
な

ど
の
費
用
と
し
て
、
約
６
０
０
万
円
を
平

成
27
年
度
予
算
の
予
備
費
か
ら
支
出
し
た

い
旨
の
報
告
が
あ
り
、
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。

平成27年度予算など、64議案を徹底審議
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２
月
定
例
会
は
、
２
月
27
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
の
27
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま

し
た
。

 

定
例
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で
は
、
平
成
27
年
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当
初
予
算
案
な
ど
予
算
議
案
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条
例
改
正
案
な
ど
の
一
般

議
案
、
新
た
な
教
育
長
の
任
命
の
人
事
議
案
な
ど
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、

会
派
代
表
質
問
や
一
般
質
問
で
市
長
の
政
治
姿
勢
な
ど
、
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。
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一般会計予算規模は480億4,000万円

市議会２月定例会を開催

平成27年度予算など、64議案を徹底審議

蕗谷虹児記念館蕗谷虹児記念館

教育長任命の議案に対する投票の開票状況教育長任命の議案に対する投票の開票状況

教育長の任命（同意）
大山 康一 ［新任］

（本町１）

教育委員会委員の任命（同意）
桑原 ヒサ子 ［新任］
（新潟市西区五十嵐）

人事案件



〔4〕

※１　「総務」　　：総務常任委員会
　　　「社会文教」：社会文教常任委員会
　　　「経済建設」：経済建設常任委員会
　　　「予算審査」：２7年度一般会計予算審査特別委員会
　　　「議会運営」：議会運営委員会
　　　「分割付託」：各常任委員会に分割して付託したもの
　　　　　　　　　　但し、審査した委員会がない案件は本会議で即決
※２　「可決」：全員賛成または賛成多数により可決、推薦、承認、採択等と議決したもの
　　　「否決」：賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの
※３　「○」：会派構成議員全員がその議案等に対して賛成したもの
　　　「×」：会派構成議員全員がその議案等に対して賛成以外のもの

※４　議長は地方自治法第116条により表決には参加しないため、
　　　表決に参加する全議員数は24人です。ただし、3月25日の
　　　最終日に長谷川健吉議員が欠席したため、最終日採決の一般
　　　会計予算議案、議会提出議案は、表決参加議員数23人です。
※５　新発田市議会会議規則第71条第１項による無記名投票のため、
　　　賛否表示できないもの
※６　新発田市道路占用料条例の改正に伴って、新発田市都市公園
　　　条例、新発田市月岡カリオンパーク設置及び管理に関する
　　　条例、新発田市桜公園設置及び管理に関する条例、新発田市
　　　大天城公園条例の一部を改正するもの
　　　

２月定例会で審査された案件
審査した
委員会
※１

議決結果
※２

市
民
ク
ラ
ブ

※

３

民
主
ク
ラ
ブ

※

３

日
本
共
産
党

※

３

公　

明　

党

※

３

賛　

成　
　

※
４

反　

対　
　

※

４

新
発
田
政
友
会

※

３

26年度補正予算

27年度予算

条例の一部改正等

意見書

市
長
提
出
議
案

議
会
提
出
議
案

請
願・陳
情

一般会計（第１０号）

一般会計（第１１号）

土地取得事業特別会計（第１号）

国民健康保険事業特別会計（第３号）

介護保険事業特別会計（第４号）

後期高齢者医療特別会計（第３号）

農業集落排水事業特別会計（第２号）

下水道事業特別会計（第２号）

宅地造成事業特別会計（第１号）

食品工業団地造成事業特別会計（第３号）

コミュニティバス事業特別会計（第１号）

水道事業会計（第４号）

一般会計

土地取得事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

介護保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

下水道事業特別会計

宅地造成事業特別会計

西部工業団地造成事業特別会計

食品工業団地造成事業特別会計

コミュニティバス事業特別会計

藤塚浜財産区特別会計

水道事業会計

新発田市議会委員会条例

新発田市議会会議規則

新発田市議会政務活動費の交付に関する条例

ヘイトスピーチ対策に係る法整備を求める意見書

農協改革をはじめとした「農業改革」に関する意見書

農協改革をはじめとした「農業改革」に関する意見書提出を求める請願

国保税の減免制度の改善・拡充で「払える国保税」の実現を求める請願書

国保税の値上をやめ、「払える国保税」の実現を求める請願書

市民クラブ
新発田政友会
民主クラブ
日本共産党
公明党

会派名 所　属　議　員　名
稲垣富士雄、佐藤武男、中村　功、小川　徹、宮島信人、長谷川健吉、井畑隆二、佐久間敏夫
川﨑孝一、比企広正、大沼長栄、今田修栄、湯浅佐太郎、若月　学、小柳　肇
宮野昭平、入倉直作、青木泰俊、渡部良一、小坂博司
加藤和雄、宮村幸男、佐藤真澄
渡邊喜夫、石山洋子

分割付託

分割付託

総務

社会文教

社会文教

社会文教

経済建設

経済建設

経済建設

経済建設

社会文教

経済建設

予算審査

総務

社会文教

社会文教

社会文教

経済建設

経済建設

経済建設

経済建設

経済建設

経済建設

社会文教

社会文教

経済建設

経済建設

社会文教

社会文教

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

否決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

23

24

21

21

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

23

23

23

23

23

24

17

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

7

21
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2月定例会議決結果

２月定例会で審査された案件
審査した
委員会
※１

議決結果
※２

※5

市
民
ク
ラ
ブ

※
３

民
主
ク
ラ
ブ

※

３

日
本
共
産
党

※

３

公　

明　

党

※

３

賛　

成　
　

※

４

反　

対　
　

※

４

新
発
田
政
友
会

※

３

人事案件

条例制定

条例の全部改正

条例の一部改正

条例の廃止

市
長
提
出
議
案

教育委員会教育長の任命

教育委員会委員の任命

新発田市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例

新発田市男女共同参画推進条例

新発田市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例

新発田市立保育園設置及び管理に関する条例

新発田市行政手続条例

新発田市職員退職手当支給条例

新発田市一般職の職員の給与に関する条例

新発田市特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例

新発田市教育委員会教育長の給与、勤務時間その他勤務条件に関する条例

新発田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例

新発田市行政組織条例

新発田市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

新発田市手数料条例

新発田市国民健康保険税条例

新発田市介護保険条例

新発田市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例

新発田市立幼稚園保育料徴収条例

新発田市道路占用料条例

新発田市都市公園条例等（※6 ）

新発田市建築関係手数料条例

新発田市公共下水道事業受益者負担に関する条例

新発田市下水道条例及び新発田市農業集落排水処理施設設置及び管理に関する条例

新発田市児童クラブ条例

新発田市水道事業の設置等に関する条例

新発田市水道企業職員の給与の種類及び基準に関する条例

新発田市保育園保育の実施に関する条例

新発田市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る

介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例

新発田市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型

介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例

総務

総務

社会文教

社会文教

社会文教

総務

総務

総務

総務

総務

総務

総務

社会文教

社会文教

社会文教

社会文教

社会文教

社会文教

社会文教

経済建設

経済建設

経済建設

経済建設

経済建設

社会文教

経済建設

経済建設

社会文教

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

23

24

24

24

24

24

24

24

24

24

21

24

24

24

24

24

21

21

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0

0

0

0

0

3

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　２月定例会の議案のうち、27年度予算議案等の市長提出議案56件、議会提出議案５件、請願３件は、一般会計予算審査特別委員会、
各常任委員会で専門的に審査（人事案件は常任委員会で審査せず、本会議で審議後、採決）した後、議会提出議案５件は直接、本会議で
それぞれ下記のとおり議決しました（※各委員会審査状況は16ページから21ページを参照ください）。



　

会
派
代
表
質
問
は
、
３
人
以
上
の

議
員
で
構
成
す
る
会
派
の
代
表
が
執

行
機
関
に
対
し
て
行
う
質
問
で
す
。

新
発
田
市
議
会
で
は
２
月
定
例
会
で

の
み
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
般
質
問

は
個
々
の
議
員
と
し
て
質
問
し
ま
す

が
、
代
表
質
問
は
会
派
と
し
て
執
行

機
関
に
対
す
る
疑
問
を
た
だ
し

た
り
、
所
信
表
明
を
求
め
た
り

し
ま
す
。

　

質
問
内
容
は
、
一
般
質
問
と

同
様
に
事
前
に
通
告
し
て
、
可

能
な
限
り
的
確
な
答
弁
を
求
め

ま
す
。

　

質
問
時
間
の
制
限
は
、
一
般

質
問
が
45
分
で
あ
る
の
に
対
し

60
分
と
し
て
い
ま
す
。

　

各
会
派
の
質
問
項
目
は
下
記

の
と
お
り
で
す
。
質
問
と
答
弁

を
抜
粋
で
掲
載
し
ま
す
。

　
※

抽
選
に
よ
り
決
定
し
た
質

問
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

※
会
派
別
の
議
員
名
簿
は
、

４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

宮野　昭平

問い
　①北陸新幹線開業による影響については、２０

１４年問題とされてきた。「こどもたちに夢を　ま

ちに活力を　しばたみらい創造予算」として編成

したとのことであるが、開業による観光、ビジネ

ス面等、マイナス影響を払拭し、市長が目指すま

ちづくりができるのか大変危惧をしている。開業

の影響をどの程度と考え対応し、「まちづくり」を

進めるのか伺う。

　②県において「新潟県特定野生鳥獣の管理及び

有効活用の推進に関する条例」が制定された。県

と呼応し、新発田版市条例を制定し、市民の安全、

農作物被害の軽減と有効活用を図り、野生鳥獣と

の共生のまちづくりについて伺う。

　　　①北陸新幹線開業にともない、下越地域では、首
都圏在住者の上越新幹線利用が７１万４０００人余り減
少することが予測されていたことから、当市における観光
客の減少を最小限にすることを目指し、月岡温泉開湯百
年祭の開催に参画し、何度も足を運びたくなる魅力的な
温泉地づくりに取り組んできている。また、市観光協会に
委託している「しばたん観光バス」を隣接市と連携し広
域的な観光ルートを開拓することで、金沢市や富山市に
ない利便性の高い魅力的な広域観光圏づくりを進めてい
きたい。今後、発行を予定するプレミアム宿泊旅行券を
通じ、関西地域からの誘客に積極的取り組むことで、北
陸新幹線開業による観光客の減少を最小限にくい止める
よう対応策を講じていきたい。
　一方、上越新幹線の枝線化の影響については、沿線自
治体で構成する同盟会などに参画し、関係地域の魅力発
信や上越新幹線の利用活性化に努めてきた。今後も沿線
地域と連携し、新発田圏域の活性化を図り、これから策
定をする新発田版総合戦略の中で、地域の特性や恵まれ
た資源を生かしながら、産業や経済、観光などの地域振
興へとつながる施策を行っていきたいと考えている。
②当市の有害鳥獣対策については、新潟県が定める鳥獣
保護事業計画や関係法令に基づき、原因鳥獣や生息域を
特定し、捕獲や追い払いを行っている。特に被害が大き
いニホンザルは、保護管理実施計画や被害防止計画を策
定し、猟友会による捕獲、調査による誘導域管理、銃器・
花火による追い払い、電気柵の設置などによる被害防止
措置に力を入れている。近年、イノシシなどによる被害も
増えていることから、次年度からはニホンザルと同様の計
画を策定するとともに「鳥獣被害対策実施隊」の設置な
どを予定している。当市独自の条例制定については、次
年度以降に展開される鳥獣害対策の成果と更なる課題を
踏まえつつ、猟友会などの関係機関の意見を聞きながら
検討していきたいと考えている。

答え

１　民主クラブ　　　　　　　宮野　昭平
①　これまで議会等で議論された課題について。

２　市民クラブ　　　　　　　中村　　功
①　市政方針について

②　教育施策について

３　新発田政友会　　　　　　比企　広正
①　「新生しばた」の具体的な事業について

②　学校の統廃合の進捗状況について

③　選挙の低投票率対策について

４　日本共産党　　　　　　　宮村　幸男
①　人口減少社会と新年度予算について
②　地方交付税の合併激減緩和措置について
③　農業林業支援について
④　猿害等の対策について
⑤　福島潟治水対策について

民主クラブ

これまで議会等で議論された課題について。
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市政方針について

教育施策について

中村　　功
「新生しばた」の具体的な事業について

比企　広正
新発田政友会 市民クラブ

問い
　①ハザードマップの活用実態と見直し等の対応

は。②県の原子力災害対応に呼応した対策の現状と

今後は。③放射線を「正しく怖がる」ことでパニッ

クを起させないことになると思うがどうか。④青色

回転灯の公用車装備について具体的な対応は。⑤防

犯カメラの設置の考えと防犯灯設置の基準緩和は。

⑥婚活支援事業の現状と民放テレビへの働きかけ

は。⑦鳥獣害対策について窓口を一本化して課にで

きないか。

　　　①年間約３０回の出前講座で活用するほか、最新
情報を市ホームページで公表し、年間約１万３０００件
の閲覧がある。国、県の動向を注視し、見直しを進める
必要があると考えている。②県の広域避難行動指針に基づ
き、県内市町村と連携して検討を進めている。③放射線に
ついては、正確な情報の周知が重要であることから、市の
機器を利用し正確な情報の周知に努めたい。④平成２７
年度から青色回転灯を装備し、「ながらパトロール」を実
施し、市民への防犯意識の啓発と犯罪抑止に努めていき
たい。⑤防犯カメラは費用や管理体制の課題があり、引き
続き調査・研究をしていきたい。防犯灯は、新年度から
３か年計画で積極的に整備を進め、必要があれば基準の
見直しを進めていきたい。⑥これまでの婚活イベント等によ
り９０組のカップルが誕生した。今後は全国から参加が期
待できる婚活イベントの企画についても検討していきたい。
⑦今後も担当課それぞれに役割を持たせつつ、鳥獣害対
策を市全体として確実に行うよう努めていきたい。

答え

問い
　①学力向上のために教職員の資質向上施策を伺

う。②問題行動や児童生徒の異変を感じとれるゆと

りをもたせるか、もしくは専門的研修が必要では

ないか。

　　　①教育センターの嘱託指導主事が、全ての小中学
校を計画的に訪問し、授業研究や研究協議会等で指導す
ることを通して、教職員の教科指導の資質向上を図って
いる。また、平成２６年度は英語担当を配置した。さら
に平成２７年度からは数学担当の指導主事を配置し、学
力向上に向け教科指導の資質向上を図る。
②校務分掌の精選・重点化、会議の精選等を通して、教
職員が児童生徒とかかわる時間を確保し、異変を感じと
れるようにしている。教育委員会も主催会議の時間短縮、
調査・照会等の縮減に取り組んでいる。また、専門的研
修については、校内研修のほか市教育委員会において「生
徒指導研修会」を年間２回実施している。

答え

選挙の低投票率対策について

問い
「新生しばた」とは、市長が一期目にまいた種を芽

吹かせ、二期目に市民の皆様と約束した内容でヴ

ァージョンアップし、更に実効性のある施策の展

開を図るとある。待ったなしの課題である人口減

少を何としてでも克服し、都市間競争、地域間競

争に勝利するため数多くの事業に取り組まれるが、

新規事業の「かかりつけ保健師」と「子育てコン

シェルジュ」について伺う。

　　　かかりつけ保健師制度は、女性の社会進出や核家
族化、晩婚化により子どもを安心して産み、育てる事への
不安を感じる妊産婦や保護者が多くなっていることから、
妊娠から就学前までの期間を切れ目なく１人の保健師が
継続して寄り添い、支援を行う制度である。妊娠届時の
保健師による面接相談から、2 か月児検診の第一子家庭
への全家庭訪問や健診、教室などの全事業にかかりつけ
保健師が従事することで、顔の見える関係を築き、子育
てや子どもの発達などの不安や悩みを抱え込まずに相談
できることによって、結果として安心して子どもを産み育て
られる環境が整えられると考えている。
　子育てコンシェルジュは、子育て家庭の状況に適した保
育サービスの紹介や相談を、専任職員を配置し、情報の
提供や相談・アフターフォロー等を行うものである。
　子育ての不安や負担感の軽減を図り、妊娠期から切れ
目のない支援体制を整備し、安心して子育てができる環
境を実現していきたい。

答え

問い
　統一地方選挙を前に投票率の低下が懸念される。

特に若者の選挙離れが深刻だが、投票率向上のた

め、当市がこれまでに実施してきた啓発活動と今

後の課題について伺う。

　　　統一地方選挙では、選挙特報の全世帯配布、エフ
エムしばたでの放送、のぼり旗や看板の設置などのほか、
期間中は広報車による巡回広報や新発田市明るい選挙推
進協議会推進員の協力による市内大型店舗前での啓発物
資を配布し投票参加を呼び掛けていく。様々な啓発活動
を行っているが、なかなか抜本的な投票率向上策を見い
だせないというのが現状である。しかし、選挙時に限らず、
常時、地道な啓発活動に取り組んでいくことが選挙管理
委員会の責務であると考えている。今後も、先進地を参
考に創意工夫しながら取り組むとともに、将来の有権者や
若い有権者に選挙を身近に感じられる機会を提供するな
ど、投票率向上に努めたい。

答え
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人口減少社会と新年度予算について
宮村　幸男

日本共産党

　「一般質問」は、提出議案にかかわらず、
議員の立場から市政全般に関して執行機関に
対する疑問をただしたり、所信の表明を求め
たりするもので、定例会に限って認められて
います。
　新発田市では、質問内容を事前に通告する
ことになっています。このことにより、市長
や教育長などがあらかじめ準備をしておくこ
とで、質問に対して的確な答弁が期待される
ことになります。
　市長や教育長などからの答弁の内容に疑義
がある場合は、再質問や再々質問を行うこと
もあります。
　この場合は、１人につき制限時間の４５分
以内に次々と質問と答弁を繰り返す「一問一
答方式」で、深まった議論を展開することに
なります。

農業林業支援について

問い
　人口減少社会にあって若者人口を確保する必要

がある。産業の活性化で雇用の拡大・子育て支援

など福祉の拡充が求められる。子ども医療費助成

の中学校卒業までの入院費完全無料化を平成２７

年度中に実施すべきではないか。また、子ども・

子育て支援新制度に伴い低所得者へ保育料の軽減

をすべきではないか。

　　　安心して子どもを産み育てるためには、子ども医療
費助成による更なる経済的な負担軽減が重要であること
から、平成２８年度から子ども医療費のうち、中学生ま
での入院費を無料化することとしており、平成２７年度に
その準備を行う計画である。保護者の経済的負担軽減に
ついては、できるだけ早い時期の開始が望まれるが、平
成２８年度から県の助成制度が、補助金から交付金に変
更となる等もあり、この制度変更の準備もあることから合
わせて実施したいと考えている。
　保育料については、市町村民税非課税世帯の幼稚園
の保育料を平成２７年度から新制度に基づき無料とし、
保育園の保育料はこれまでどおり母子世帯等は無料、そ
れ以外の世帯は３歳児未満が４，９００円、３歳児以
上が３，４００円とする予定である。

答え

問い
　農業や林業支援は最大の雇用対策であり、農山

村を守ることである。コメ農家対策には、国が主食

需給に責任をもち、生産費を償う制度が必要となっ

ている。また、木質バイオマス発電を考え、間伐材

利用から発電までの一貫体制を作ってはどうか。

　　　需給調整により価格支持政策が取られている現実
を踏まえれば、生産調整を確実に実施し、各種交付金を
得ることで農業所得の維持を図る必要があると考えてい
る。また、販売価格で収益を得られる園芸作物の取り組み、
加工・流通・販売を見据えた複合・多角的な経営を目指
す必要がある。このように水田のフル活用、交付金のフ
ル活用を大いに進め、農業所得の確保につながる施策を
展開していきたい。
　木質バイオマス発電は、「新発田市新エネルギービジョ
ン」策定検討時に、その導入に課題が多いという結論に
至った。平成２７年度から調達価格が高価格に設定され
たこと等により、今後、木質バイオマス発電を利用した林
業振興の可能性について、他県の実施状況等の情報も考
慮し、新エネルギー推進協議会において、実現の可能性
について多面的に検討したいと考える。

答え
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小柳　　肇

地方創生に対応する産業振興の
取り組みについて
来年度の人事組織と政策調整監
制度の総括について　　　　　

Ｑ 

地
方
創
生
に
対
応
す
る
産
業
振
興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ａ
　
　

雇
用
環
境
の
整
備
に
向
け
た「
雇
用
戦
略
」な
ど
、

当
市
独
自
の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る　
　

Ｑ 

来
年
度
の
人
事
組
織
と
政
策
調
整
監
制
度
の
総
括
に
つ
い
て

　
　

更
な
る
少
数
精
鋭
体
制
に
よ
り
、職
員
全
員
が

一
丸
と
な
っ
て
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

　
　
　

国
は
人
口
減
少
や
東
京

一
極
集
中
是
正
の
た
め
「
地
方

創
生
関
連
２
法
案
」
を
成
立
さ

せ
た
。
カ
ン
フ
ル
剤
的
な
「
商

品
券
発
行
」
に
続
く
革
新
的
な

独
自
の
政
策
を
ど
の
よ
う
に
立

案
す
る
つ
も
り
か
。
ま
た
、「
地

域
ブ
ラ
ン
ド
力
」
を
強
化
す
る

た
め
の
市
長
の
公
約
で
あ
る
「
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」
の
取
り
扱
い
、

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
」
で
全
国

の
競
争
相
手
に
打
ち
勝
っ
て
行
く

気
構
え
や
策
に
つ
い
て
伺
う
。　

　
　
　

人
事
は
首
長
の
権
力
の

源
泉
で
あ
る
と
共
に
、巨
大
組
織

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
左
右
す
る

両
刃
の
剣
で
あ
る
。部
長
制
を
廃

止
し
て
か
ら
僅
か
２
年
で
再
度

の
組
織
変
更
を
行
う
が
、何
が
問

題
で
今
後
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い

き
た
い
の
か
。　　
　
　

配
置
し
た
政
策
調
整
監
は
、各
課

の
相
互
調
整
や
事
務
事
業
の
進

捗
管
理
、各
課
長
の
相
談
役
と
し

て
市
の
行
政
運
営
の
中
で
大
い
に

機
能
し
て
い
た
と
評
価
し
て
い

る
。組
織
の
ス
リ
ム
化
・
意
思
決

定
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
ワ
ン
ラ

ン
ク
引
き
上
げ
る
時
期
と
判
断

し
大
規
模
な
組
織
改
正
の
第
２

段
階
に
移
行
し
た
い
と
言
う
も

の
で
あ
り
、今
後
、更
な
る
少
数

精
鋭
体
制
に
よ
り
、職
員
全
員
が

一
丸
と
な
っ
て
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

市
の
行
政
運
営
に
お
い

て「
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
化
」

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、組
織
の

ス
リ
ム
化
を
断
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
常
々
考
え
て
い
た
。

平
成
25
年
度
に
部
制
を
廃
止
し
、

策
、雇
用
機
会
の
増
加
を
図
る
事

業
の
創
設
、Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
促
進

策
の
創
設
及
び
優
遇
策
の
ほ
か
、

雇
用
環
境
の
整
備
に
向
け
た「
雇

用
戦
略
」な
ど
、当
市
独
自
の
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、新
年
度
に

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、研
究

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
は
、平
成

27
年
度
を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
元
年
と

位
置
付
け
、ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

通
じ
た
効
果
的
な
外
国
人
誘
客

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　

企
業
誘
致
に
係
る
優
遇

都内イベントでの新発田
ブランド認証商品販売

Ａ

大沼　長栄

今後１０年間の財政計画について
産業振興による市民１人当たり
の所得向上について

Ｑ 

今
後
10
年
間
の
財
政
計
画
に
つ
い
て
　
　

Ａ
　
　

直
近
の
決
算
等
を
分
析
し
、見
直
し
を
行
っ
て
い
る

Ｑ 

産
業
振
興
に
よ
る
市
民
１
人
当
た
り
の
所
得
向
上
に
つ
い
て

　
　

積
極
的
な
誘
致
活
動
を
推
進
し
、新
た
な
雇
用

の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

問
い　

今
後
の
10
年
間
の
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、次

の
点
を
伺
う
。①
市
の
将
来
人
口

を
何
人
と
推
計
し
予
測
し
た
か
。

②
高
齢
者
、一
人
暮
ら
し
世
帯
増

等
に
よ
る
扶
助
費
の
増
加
予
想

は
加
味
さ
れ
た
か
。③
維
持
補
修

費
・
普
通
建
設
事
業
の
す
み
わ
け

な
ど
支
出
見
込
み
を
厳
密
に
精

査
す
べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　
　

新
発
田
市
は
県
下
で
も

１
人
当
た
り
の
所
得
が
11
番
目

に
低
い
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
。

食
品
加
工
業
等
と
共
に
、多
様
な

職
種
、工
業
の
発
展
に
尽
力
す
べ

き
で
は
な
い
か
。　　
　
　
　
　

地
へ
の
誘
致
活
動
を
進
め
る
と
同

時
に
、民
間
企
業
が
保
有
し
利
活

用
さ
れ
て
い
な
い
一
定
規
模
以
上

の
用
地
を
市
が
仲
介
・
あ
っ
せ
ん

し
企
業
立
地
を
促
進
す
る
。こ
の

３
つ
の
方
策
を
行
う
こ
と
で
、立

地
企
業
が
増
え
、既
存
企
業
が
経

営
規
模
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と

は
、新
た
な
雇
用
の
創
出
に
つ
な

が
り
、人
口
流
出
防
止
と
人
口
増

加
に
大
い
に
寄
与
し
、市
民
１
人

当
た
り
の
所
得
向
上
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
て
お
り
、積
極
的
な
誘

致
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

①
食
品
工
業
団
地
隣
接

地
の
拡
張
計
画
、②「
企
業
立
地

の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け

る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性

化
に
よ
る
法
律
」の
適
用
を
受
け

る
た
め
の
基
本
計
画
の
策
定
、③

分
譲
用
地
が
残
っ
て
い
る
工
業
団

て
お
り
、
平
成
37
年
が
８
万
７

３
８
２
人
と
な
っ
て
い
る
。②
扶

助
費
は
長
期
的
な
予
測
が
困
難

で
あ
り
、
人
口
減
少
率
の
ほ
か
、

前
年
度
決
算
額
と
今
年
度
決
算

見
込
額
に
、
高
齢
者
人
口
の
伸

び
率
な
ど
を
加
味
し
て
い
る
。③

財
政
計
画
は
、
直
近
の
決
算
等

を
分
析
し
、
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
。
人
件
費
で
は
定
年
退
職
者

数
に
基
づ
く
退
職
手
当
等
、
物

件
費
で
は
光
熱
水
費
等
の
上
昇
、

特
別
会
計
繰
出
金
に
お
け
る
保

険
給
付
費
の
上
昇
な
ど
厳
密
に

精
査
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
：
公
共
下
水
道

の
普
及
促
進
に
つ
い
て

　
　
　

①
将
来
推
計
人
口
は
、

「
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
」
が
平
成
25
年
３
月
に

公
表
し
た
最
新
の
数
値
を
用
い

平成27年度新発田市会計予算書

Ａ

わ
ず
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渡邊　喜夫

地方創生戦略の推進について
農地賃借料（地代）の情報提供の
あり方と適正な賃借料について

Ｑ 

地
方
創
生
戦
略
の
推
進
に
つ
い
て

Ａ
　
　

外
部
有
識
者
の
参
画
を
図
り
、適
正
な
推
進
体
制

を
構
築
し
て
い
き
た
い

　
　
　

地
方
創
生
に
「
地
方
版

の
総
合
戦
略
」
と
「
地
方
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
を
５
か
年
計

画
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

市
の
計
画
を
伺
う
。　
　
　
　

　

ま
た
、
地
域
の
消
費
喚
起
に

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
、
旅

行
券
の
発
行
事
業
を
計
画
し
て

い
る
が
取
り
組
み
内
容
と
効
果

を
伺
う
。

　
　
　

検
証
し
、適
宜
修
正
が
で
き
る
よ

う
、外
部
有
識
者
の
参
画
を
図

り
、適
正
な
推
進
体
制
を
構
築
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、プ
レ

ミ
ア
ム
率
20
％
で
、直
接
的
な
消

費
喚
起
効
果
は
５
倍
と
算
定
さ

れ
る
。宿
泊
旅
行
券
は
、プ
レ
ミ
ア

ム
率
50
％
で
、効
果
は
２
倍
と
算

定
さ
れ
、発
行
額
以
上
に
新
た
な

消
費
誘
発
効
果
や
経
済
効
果
が

期
待
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

経
済
対
策
は
ス
ピ
ー
ド
が
大
事
で

あ
り
、い
ち
早
く
経
済
効
果
を
出

せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

①
地
方
版
総
合
戦
略
は
、

広
く
市
民
や
関
係
団
体
、事
業
者

等
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
策
定

す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。策
定
後
、戦
略
の
効
果
を

農地賃借料情報が掲載された
農業委員会広報紙

若月　　学

鳥獣被害の撲滅に向けて
新発田市空き家等適正管理条例
の対応について

Ｑ 

鳥
獣
被
害
の
撲
滅
に
向
け
て

Ａ
　
　

当
市
独
自
の
条
例
制
定
は
、今
後
の
成
果
と
課
題
を

踏
ま
え
、関
係
機
関
の
意
見
を
聞
き
、検
討
し
て
い
き
た
い

Ｑ 

新
発
田
市
空
き
家
等
適
正
管
理
条
例
の
対
応
に
つ
い
て

　
　

市
民
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
掌
握
し
て
い
る

管
理
不
全
な
空
き
家
件
数
は
７
件
で
あ
る

問
い　

県
で
は
、新
潟
県
特
定
野

生
鳥
獣
の
管
理
及
び
有
効
活
用

の
推
進
に
関
す
る
条
例
が
制
定

さ
れ
た
。新
発
田
市
に
お
い
て
も

早
期
に
条
例
化
す
る
べ
き
と
考

え
る
。市
と
し
て
特
色
の
あ
る
特

定
鳥
獣
を
有
効
活
用
し
、市
の
戦

略
と
し
て
取
り
入
れ
る
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。　　
　
　
　

　
　
　

市
条
例
条
項
で
は「
市
民

等
は
、管
理
不
全
な
状
態
で
あ
る

空
き
家
等
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、速
や
か
に
市
に
そ
の
情
報

を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。」と

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、市
で
掌

握
し
て
い
る
件
数
及
び
実
態
に
つ

い
て
具
体
的
に
伺
う
。　　
　
　

　
　
　
　
　

数
は
７
件
で
あ
り
、そ
の
う
ち
４

件
は
空
き
家
の
管
理
義
務
者
に

よ
り
、解
体
等
の
見
通
し
が
立
っ

て
い
る
。ま
た
、そ
れ
以
外
の
３
件

に
つ
い
て
は
、条
例
に
基
づ
き
、継

続
し
て
管
理
義
務
者
に
助
言
や

指
導
を
行
う
と
と
も
に
、市
の
顧

問
弁
護
士
の
助
言
を
仰
ぎ
な
が

ら
、早
期
解
決
に
向
け
鋭
意
努
め

て
い
る
。

　

日
々
の
巡
回
体
制
に
つ
い
て

は
、２
週
間
に
１
回
の
定
期
巡
回

を
行
う
ほ
か
、現
場
業
務
の
際
に

付
近
に
あ
る
当
該
空
き
家
の
目

視
に
よ
る
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

当
市
で
は
、条
例
で
規
定

し
て
い
る
よ
う
に
、市
民
か
ら
の

情
報
を
基
に
現
地
調
査
を
行
い
、

管
理
不
全
な
空
き
家
の
掌
握
を

行
っ
て
い
る
。平
成
27
年
２
月
末

日
現
在
、管
理
不
全
な
空
き
家
件

ニ
ホ
ン
ザ
ル
被
害
防
止
対
策
協

議
会
」を
、鳥
獣
全
体
を
対
象
と

し
た
協
議
会
と
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。当
市
独
自
の
条
例

制
定
に
つ
い
て
は
、次
年
度
以
降

に
展
開
さ
れ
る
鳥
獣
害
対
策
の

成
果
と
更
な
る
課
題
を
踏
ま
え

つ
つ
、猟
友
会
な
ど
の
関
係
機
関

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。な

お
、魚
類
に
つ
い
て
は
対
象
と
す

る
予
定
は
な
い
が
、外
来
魚
等
に

つ
い
て
は
、市
民
団
体
が
行
っ
て
い

る
駆
除
活
動
な
ど
と
連
携
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

農
作
物
被
害
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
有
害
鳥
獣
の
捕

獲
活
動
を
進
め
や
す
く
す
る
た

め
の「
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
」

の
設
置
や
、現
在
の「
新
発
田
市

サルの被害にあった
　　　　　　農作物

Ａ

Ｑ 

農
地
賃
借
料（
地
代
）の
情
報
提
供
の
あ
り
方
と
適
正
な
賃
借
料
に
つ
い
て

　
　

賃
借
料
は
、直
接
貸
借
さ
れ
る
当
人
同
士
が
諸
条
件
を

協
議
し
て
、個
別
に
決
め
る
べ
き
こ
と
が
第
一
義
で
あ
る

　
　
　

現
在
、農
地
の
賃
借
料
を

協
議
す
る
際
の
資
料
は
、農
業
委

員
会
が
提
供
し
て
い
る「
農
地
賃

借
料
情
報
」で
あ
る
。賃
借
料
は
、

直
接
貸
借
さ
れ
る
当
人
同
士
が

諸
条
件
を
協
議
し
て
、個
別
に
決

め
る
べ
き
こ
と
が
第
一
義
で
あ
り
、

市
主
催
の
検
討
会
は
考
え
て
い
な

い
。し
か
し
、共
通
認
識
で
き
る
資

料
の
作
成
に
つ
い
て
、担
い
手
自
ら

取
り
組
む
の
で
あ
れ
ば
、効
果
的

な
運
用
や
周
知
方
法
な
ど
を
関

係
機
関
等
と
研
究
す
る
よ
う
担

当
部
署
に
指
示
し
た
い
と
思
う
。

Ａ
　
　
　

農
業
委
員
会
で
は
農
地

法
改
正
に
よ
り
標
準
小
作
料
制

度
が
廃
止
さ
れ
た
。前
年
度
に
契

約
さ
れ
た
農
地
賃
借
料（
小
作

料
）情
報
を
示
す
だ
け
と
な
っ

た
。米
価
下
落
や
物
財
費
等
の
生

産
コ
ス
ト
の
高
騰
、生
産
調
整
が

拡
大
し
て
も
適
正
な
小
作
料
を

示
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

貸
し
手
の
農
地
所
有
者
も
土
地

改
良
費
、基
盤
整
備
地
で
は
償
還

金
も
あ
る
。貸
し
手
、借
り
手
の

情
報
共
有
の
場
、検
討
会
の
設
置

を
要
望
す
る
。可
能
か
。　
　
　

　
　
　
　
　
　

し
ょ
う

あ
お

あ
く
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渡部　良一

組織機構改革（体制の見通し）
について
重点施策の一つ「教育の充実
（学力向上）」について　　　

Ｑ 

組
織
機
構
改
革（
体
制
の
見
通
し
）に
つ
い
て

Ａ
　
　

市
民
の
声
が
届
く
ス
ピ
ー
ド
、「
計
画・実
行・評
価・

改
善
」の
ス
ピ
ー
ド
が
、共
に
大
幅
に
短
縮
化
さ
れ
る

Ｑ 

重
点
施
策
の
一
つ「
教
育
の
充
実（
学
力
向
上
）」に
つ
い
て

　
　

子
ど
も
た
ち
の
自
己
実
現
と
生
き
る
力
を
育
む

た
め
学
力
向
上
は
重
要
な
要
素
で
あ
る

問
い　

２
年
前
に
部
長
制
を
廃

止
、新
年
度
か
ら
は
政
策
調
整
監

も
廃
止
し
、課
体
制
の
見
直
し
を

提
案
。か
か
る
組
織
の
あ
り
方

は
、ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
行
政
に
も
な

り
、市
民
参
画
に
よ
る
ボ
ト
ム
ア

ッ
プ
が
軽
視
さ
れ
る
恐
れ
も
あ

る
。①
組
織
の
機
能
化
や
民
主
的

行
政
運
営
の
視
点
か
ら
の
考
え
、

②
職
務
職
階
制
の
安
定
性
や
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、健
康
障

害
な
ど
へ
の
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

教
育
行
政
法
が
改
正
さ

れ
首
長
の
権
限
が
強
化
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、教
育
の
政
治
的
中
立

性
や
継
続
性
、安
定
性
が
担
保
さ

れ
る
か
注
目
さ
れ
る
。①「
教
育

大
綱
」の
策
定
及
び「
総
合
教
育

会
議
」の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、②

な
ぜ
、今
、新
発
田
市
に
と
っ
て

「
教
育
の
充
実
」な
の
か
伺
う
。　

場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。教
育
大
綱
は
、総
合
教
育
会

議
の
中
で
教
育
委
員
会
と
協
議

し
平
成
27
年
度
中
に
策
定
し
た

い
。②
子
ど
も
た
ち
の
自
己
実
現

と
生
き
る
力
を
育
む
た
め
、学
力

向
上
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
。生

き
る
力
を
育
ん
だ
子
ど
も
た
ち

に
当
市
の
将
来
を
担
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
捉

え
、結
果
と
し
て
市
民
の
満
足
感

や
新
た
な
要
求
を
醸
成
す
る
意

味
に
お
い
て
教
育
の
充
実
が
都

市
間
競
争
に
勝
ち
抜
く
こ
と
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
　
　

①
総
合
教
育
会
議
は
、

首
長
が
招
集
し
、首
長
と
教
育
委

員
会
に
よ
り
構
成
さ
れ
、対
等
な

執
行
機
関
同
士
の
協
議
・
調
整
の

り
、こ
れ
ま
で
の
行
政
運
営
の
姿

勢
に
変
更
は
生
じ
な
い
。組
織
の

ス
リ
ム
化
に
よ
り
、市
民
の
声
が

届
く
ス
ピ
ー
ド
、「
計
画
・
実
行
・

評
価
・
改
善
」の
ス
ピ
ー
ド
が
、共

に
大
幅
に
短
縮
化
さ
れ
る
。②
組

織
改
正
に
よ
り
課
長
級
職
員
の

責
任
と
権
限
が
増
大
す
る
が
、「

市
政
運
営
の
最
前
線
の
部
隊
長
」

と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
職
務
に
当
た
る

も
の
と
確
信
し
て
い
る
。ま
た
、そ

の
結
果
、各
課
長
の
管
理
職
員
と

し
て
の
技
能
に
さ
ら
に
磨
き
が
か

か
る
も
の
と
期
待
を
し
て
い
る
。

　
　
　

①
組
織
機
構
改
革
の
影

響
は
主
に
管
理
職
員
レ
ベ
ル
で
あ

平成27年度から廃止された
政策調整監

改修が予定される市営豊団地

Ａ

佐藤　真澄

子どものインフルエンザ予防
接種に市独自の補助を
市営住宅行政は福祉の心で対
応を

Ｑ 

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
市
独
自
の
補
助
を

Ａ
　
　

現
時
点
で
は
、子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い

　
　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威

を
振
る
っ
て
い
る
。65
歳
以
上
の

高
齢
者
に
は
補
助
が
あ
る
が
、子

ど
も
に
は
な
い
た
め
、費
用
負
担

が
大
変
で
あ
る
。特
に
13
歳
未
満

は
２
回
接
種
が
基
本
の
た
め
、１

回
２
千
５
百
円
と
し
て
２
回
で

５
千
円
。兄
弟
で
受
け
る
と
１
万

円
に
も
な
る
。県
内
で
も
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
へ
の
補
助
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
。市
で
も
実
施
で
き
な
い

か
。

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
任

意
の
予
防
接
種
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
。
市
が
行
う
予
防
接

種
は
、
予
防
接
種
法
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
も
の
、
国
が
推
奨
す

る
も
の
、
予
防
効
果
が
高
い
こ
と

が
明
確
で
あ
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
現
時
点
で
は
、
子
ど
も
へ
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助

成
は
考
え
て
い
な
い
。
市
で
は
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
子

育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減

な
ど
を
含
む
子
育
て
支
援
策
を
、

総
合
的
な
観
点
か
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

国
は
、
子
ど
も
の
イ
ン

Ｑ 

市
営
住
宅
行
政
は
福
祉
の
心
で
対
応
を

　
　

準
備
が
整
い
次
第
、早
期
に
改
修
等
の
説
明
会
を

開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る

　
　
　

市
営
東
新
団
地
に
続
き
、

市
営
豊
団
地
の
大
改
修
が
実
施

さ
れ
る
計
画
と
聞
い
て
い
る
。現

地
で
は「
取
り
壊
さ
れ
る
」等
の
風

聞
が
流
れ
て
い
る
。改
修
の
間
の

転
居
費
用
を
心
配
す
る
人
も
い

る
。正
確
な
情
報
を
伝
え
る
た
め

に「
説
明
会
」を
早
期
に
開
催
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

そ
の
他
の
質
問
：
介
護
保
険
の

「
介
護
報
酬
大
幅
削
減
」に
つ
い
て

物
を
長
く
活
用
す
る
た
め
の
外

壁
改
修
や
居
住
性
向
上
の
た
め

の
給
排
水
管
の
更
新
等
を
計
画

し
て
い
る
。団
地
が
取
り
壊
さ
れ

る
等
の
風
聞
が
流
れ
て
い
る
な

ど
、入
居
者
に
は
大
変
心
配
を
か

け
て
い
る
が
、そ
の
よ
う
な
こ
と

は
一
切
な
い
。具
体
的
な
工
事
内

容
は
、実
施
設
計
に
基
づ
き
施
工

す
る
こ
と
に
な
り
、新
年
度
予
算

に
実
施
設
計
に
要
す
る
経
費
を

計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、準
備

が
整
い
次
第
、早
期
に
改
修
等
の

説
明
会
を
開
催
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　

市
営
東
新
団
地
及
び
豊

団
地
の
大
規
模
改
修
工
事
計
画
、

い
わ
ゆ
る
公
営
住
宅
長
寿
命
化

事
業
に
つ
い
て
は
、基
本
的
に
建

Ａ
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小坂　博司

新発田版地方創生総合戦略に
ついて
子ども・子育て支援新制度に
ついて

Ｑ 

新
発
田
版
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て
　
　

Ａ
　
　

自
治
体
の
生
き
残
り
を
か
け
、「
新
生
し
ば
た
」と

し
て
新
た
な
一歩
を
踏
み
出
し
た
い

　
　
　

国
は
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
と
「
ま
ち・ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
打

ち
出
し
、
市
町
村
に
「
地
方
版

総
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地
方
版

総
合
戦
略
」
策
定
を
努
力
義
務

と
課
し
た
。
新
発
田
市
の
将
来

を
見
据
え
、「
新
発
田
版
総
合

戦
略
」
に
取
り
組
む
意
欲
や
策

定
体
制
、
検
証
機
関
の
設
置
な

ど
を
伺
い
、
戦
略
の
一
旦
と
し
て

市
役
所
跡
地
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
建

設
構
想
を
提
案
す
る
。　
　

の
生
き
残
り
を
か
け
、「
新
生
し
ば

た
」と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
い
。策
定
は
、行
政
内
部
の

検
討
に
留
ま
ら
ず
、産
業
界
や
教

育
機
関
な
ど
広
い
分
野
の
意
見

を
聴
き
進
め
て
い
き
た
い
。検
証

に
つ
い
て
は
、既
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
イ
ク
ル
を
取
り
入
れ
た
行
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
お
り
、更
に
効

果
的
な
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

議
員
の
構
想
は
面
白
く
是
非

や
っ
て
み
た
い
と
感
じ
る
。夢
を
持

ち
な
が
ら
、し
っ
か
り
ま
ち
づ
く

り
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

当
市
の
実
情
に
合
わ
せ

た
総
合
戦
略
を
策
定
し
、自
治
体

放課後児童クラブの活動状況

石山　洋子

新発田市の防災対策、災害対
策の拡充について
婚活支援事業の更なる拡充に
ついて

Ｑ 

新
発
田
市
の
防
災
対
策
、災
害
対
策
の
拡
充
に
つ
い
て

Ａ
　
　

防
災
士
育
成
助
成
は
、他
市
の
事
例
を
参
考
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

Ｑ 

婚
活
支
援
事
業
の
更
な
る
拡
充
に
つ
い
て

　
　
「
Ｕ・Ｊ・Ｉ
タ
ー
ン
」の
推
進
や
定
住
化
促
進
な
ど
の
施

策
と
関
連
付
け
、新
た
な
婚
活
支
援
事
業
を
提
案
し
た
い

　
　
　
一
般
的
に
災
害
被
害
の

軽
減
は
、「
自
助
、共
助
、公
助
」の

効
率
的
な
組
み
合
わ
せ
で
実
現

さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
。地
域
の
安

全
・
安
心
に
貢
献
す
る
防
災
士
の

育
成
は
重
要
で
あ
る
。①
防
災
士

育
成
に
取
り
組
む
自
主
防
災
組

織
へ
の
助
成
制
度
と
研
修
講
座
の

新
発
田
市
開
催
に
つ
い
て
伺
う
。

②
災
害
時
に
お
け
る
情
報
発
信

能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、遠
隔

自
治
体
と
の
連
携
に
よ
る
災
害

情
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
代
理
掲

載
に
つ
い
て
伺
う
。　　
　
　

　
　
　

出
会
い
の
場
を
提
供
す

る
婚
活
支
援
事
業
は
、こ
れ
ま
で

90
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
た
。

さ
ら
な
る
拡
充
に
向
け
、①
人
口

減
少
や
定
住
促
進
の
観
点
を
踏

ま
え
た
婚
活
支
援
に
つ
い
て
伺

う
。②
婚
活
応
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
委
嘱
に
つ
い
て
伺
う
。　
　
　

　

「
み
ら
い
創
造
課
」内
に
移
管
し
、

こ
れ
ま
で
の
婚
活
支
援
事
業
に

加
え
、Ｕ
・Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
推
進

や
定
住
化
促
進
な
ど
の
施
策
と

関
連
付
け
な
が
ら
、新
た
な
婚
活

支
援
事
業
を
提
案
し
、若
い
世
代

の
流
出
を
抑
え
、市
外
か
ら
の
転

入
を
呼
び
込
む
定
住
促
進
を
図

り
、人
口
減
少
の
流
れ
を
食
い
止

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。②
議
員

提
案
の
婚
活
応
援
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
つ
い
て
は
、既
に
実
施
し
て

い
る
市
町
村
の
実
施
状
況
や
成

果
等
を
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　

①
当
市
に
お
い
て
も
、

「
少
子
高
齢
化
」に
加
え
、「
人
口

減
少
」と
い
う
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
深
刻
な
事
態
に
直

面
し
て
い
る
。来
年
度
は「
婚
活

応
援
係
」を
新
た
に
設
置
す
る

　
　
　

①
自
主
防
災
組
織
の
活

動
費
等
に
補
助
金
を
交
付
し
、組

織
化
の
促
進
及
び
活
動
の
支
援
・

強
化
を
行
っ
て
い
る
。現
在
、個
人

が
防
災
士
資
格
を
取
得
す
る
た

め
の
助
成
制
度
は
な
い
が
、他
市

の
事
例
を
参
考
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。研
修
講
座

に
つ
い
て
は
、日
本
防
災
士
機
構
へ

の
働
き
か
け
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
代

理
掲
載
に
は
、確
実
な
情
報
伝
達

手
段
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、

協
定
締
結
の
機
会
が
あ
れ
ば
、前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ａ

Ｑ 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
つ
い
て

　
　

新
た
な
認
定
こ
ど
も
園
、保
育
園
の
開
設
に
よ
り
、

計
画
ど
お
り
量
の
確
保
を
目
指
し
て
い
る

保
を
目
指
し
て
い
る
。保
育
内
容

の
向
上
は
、保
育
士
の
各
種
研
修

へ
の
参
加
を
通
じ
、質
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、対

象
児
童
の
拡
大
に
よ
り
必
要
面

積
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
資
格
を
問

わ
れ
な
か
っ
た
指
導
員
は
、今
後

計
画
的
に
研
修
を
受
講
さ
せ
、全

て
の
指
導
員
を
有
資
格
者
と
し

て
資
質
の
向
上
を
図
り
た
い
。課

題
と
し
て
、指
導
員
の
応
募
者
数

が
年
々
減
少
し
、必
要
人
員
の
確

保
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
　
　

保
育
に
関
し
て
は
、新
た

な
認
定
こ
ど
も
園
、保
育
園
の
開

設
に
よ
り
、計
画
ど
お
り
量
の
確

Ａ
　
　
　

今
年
４
月
よ
り「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」が
本

格
実
施
さ
れ
る
。新
制
度
で
は
、

認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
入
園
要

件
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用

要
件
が
大
き
く
緩
和
さ
れ
、施
設

や
保
育
士
・
指
導
員
の
不
足
が
懸

案
と
な
っ
て
い
る
。待
機
児
童
の

解
消
や
安
全
な
保
育
を
願
い
、

「
量
の
確
保
」及
び「
質
の
確
保
」

に
つ
い
て
伺
う
。　　
　
　
　
　防災訓練の様子
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湯浅　佐太郎

新発田未来創造プロジェクト
チームの提言について
新庁舎建設及び駅前複合施設建
設に伴う市民サービスについて

Ｑ 

新
発
田
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
提
言
に
つ
い
て

Ａ
　
　

ヤ
ド
カ
リ（
宿
仮
）Ｓ
ｈ
ｉ
ｂ
ａ
ｔ
ａ
事
業
、地
域

お
こ
し
協
力
隊
設
置
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た

　
　
　

新
発
田
市
の
人
口
減
少

対
策
と
し
て
、
庁
内
各
課
の
選

り
す
ぐ
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
結
成
さ
れ
、
新
年
度
予
算

編
成
に
役
立
て
る
提
言
が
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ど
の

様
な
提
案
が
な
さ
れ
、
新
年
度

予
算
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
、

実
施
さ
れ
て
い
く
の
か
。

ａ
事
業
」、都
市
部
の
人
材
を
受

け
入
れ
る「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

設
置
事
業
」に
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
。ま
た
、Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン

推
進
の
専
門
職
員
配
置
、企
画
政

策
課
を「
み
ら
い
創
造
課
」に
改

め
、人
口
減
少
対
策
を
積
極
的
に

進
め
る
こ
と
も
提
案
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。人
口
減
少
問
題
に
戦
略

的
に
取
り
組
む
体
制
を
強
化
し
、

新
発
田
の
魅
力
、当
市
の
姿
勢
を

市
内
外
に
向
け
、大
い
に
発
信
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
か

ら
は
、12
件
の
事
業
提
案
が
あ

り
、新
年
度
に
、地
域
交
流
型
の

簡
易
宿
泊
施
設
を
整
備
す
る「
ヤ

ド
カ
リ（
宿
仮
）Ｓ
ｈ
ｉ
ｂ
ａ
ｔ

建設工事中の新庁舎

青木　泰俊

宴のあと・・・百年祭り以降
の展望は

Ｑ 

宴
の
あ
と
・
・
・
百
年
祭
り
以
降
の
展
望
は

Ａ
　
　

当
市
出
身
の
著
名
人
と
の
つ
な
が
り
で
新
発
田
の

Ｐ
Ｒ
や
集
客
を
図
る
こ
と
の
重
要
性
は
考
え
て
い
る

　
　
　

月
岡
温
泉
、
堀
部
安
兵

衛
、
新
発
田
駅
等
の
百
年
祭
は

終
わ
っ
た
。
今
後
の
ま
ち
お
こ
し

は
、
新
発
田
と
歴
史
的
に
特
定

の
つ
な
が
り
の
あ
る
地
域
や
組
織

を
対
象
と
し
た
戦
略
を
持
つ
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、
市
民
の
寄
付
で
高

田
馬
場
に
堀
部
安
兵
衛
の
銅
像

を
建
て
る
。
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

を
出
店
す
る
。
ま
た
、
大
倉
喜

八
郎
関
連
の
全
て
の
企
業
、
学

校
、
組
織
に
よ
る
大
倉
サ
ミ
ッ

ト
を
開
催
し
、
人
脈
を
作
っ
て
い

く
。
や
が
て
は
、
企
業
誘
致
に

も
つ
な
が
り
得
る
。

　

産
業
振
興
、
観
光
振
興
と
言

う
な
ら
、
一
般
論
で
は
な
く
、

当
市
と
の
み
関
係
の
あ
る
特
定

者
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と

が
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
市
の
戦

略
は
い
か
が
か
。

出
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

対
外
的
な
戦
略
と
し
て
サ
ミ
ッ
ト

を
利
用
す
る
こ
と
は
、
堀
部
安

兵
衛
ゆ
か
り
の
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト

開
催
で
も
そ
の
成
果
が
示
さ
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
他
に
、

さ
く
ら
サ
ミ
ッ
ト
、
あ
や
め
サ
ミ

ッ
ト
な
ど
に
も
参
画
し
て
お
り
、

ま
ず
は
既
存
の
も
の
を
有
効
活
用

す
る
こ
と
を
優
先
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、今
年
５
月
に
、

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
蕗
谷
虹
児
企

画
展
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
虹
児
の
才
能
が
大
き
く
開

花
し
、
挿
絵
画
家
と
し
て
一
世
を

風
靡
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
パ

リ
へ
の
渡
航
か
ら
90
年
の
節
目
の

年
に
開
催
す
る
こ
と
は
大
変
意
義

深
い
と
考
え
て
い
る
。
虹
児
の
作

品
と
合
わ
せ
、
当
市
が
大
き
く

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
機
会
に

な
る
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
今

回
の
企
画
展
は
、
ま
さ
に
新
発

田
市
と
の
あ
ら
ゆ
る
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
を
活
か
し
て
は
、
と
い
う
議
員

の
提
案
を
具
現
化
す
る
取
り
組

み
で
あ
る
。

　
こ
の
他
に
も
、
平
成
27
年
度
を

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
元
年
に
位
置
づ

け
、
ア
セ
ア
ン
諸
国
を
は
じ
め
、

台
湾
や
香
港
、
月
岡
温
泉
に
興

味
を
持
っ
て
い
る
中
国
湖
南
省
郴

州
市
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
展
開
し
、
積
極

的
な
外
国
人
誘
客
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
　
　

当
市
出
身
の
著
名
人
を

顕
彰
し
、
そ
の
つ
な
が
り
で
新
発

田
の
Ｐ
Ｒ
や
集
客
を
図
る
こ
と
の

重
要
性
は
、
議
員
と
同
じ
よ
う

に
考
え
て
い
る
。

　

城
下
町
の
歴
史
と
伝
統
は
、

数
多
く
の
偉
人
や
著
名
人
を
輩

Ｑ 

新
庁
舎
建
設
及
び
駅
前
複
合
施
設
建
設
に
伴
う
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
　

市
民
に
愛
着
を
も
っ
て
、慣
れ
親
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い

愛
着
を
も
っ
て
、慣
れ
親
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、見
学
会
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。建
設

中
の
現
場
見
学
会
は
今
秋
を
予

定
し
て
い
る
が
、学
生
の
現
場
見

学
は
現
在
調
整
中
で
あ
る
。来
年

度
に
は
、新
庁
舎
、駅
前
複
合
施

設
、県
立
病
院
跡
地
の
愛
称
を
市

民
か
ら
募
集
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。末
永
く
、そ
し
て
広
く
市
民

に
親
し
ま
れ
、愛
さ
れ
続
け
る
施

設
に
な
る
よ
う
、引
き
続
き
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

新
庁
舎
、駅
前
複
合
施

設
は
、オ
ー
プ
ン
前
か
ら
市
民
に

Ａ
　
　
　

新
庁
舎
建
設
や
駅
前
複

合
施
設
建
設
に
当
た
り
、市
民
サ

ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
伺
う
。市
民

の
み
な
ら
ず
関
係
者
、学
生
等
か

ら
愛
着
と
親
し
み
を
持
っ
て
い
た

だ
く
メ
モ
リ
ア
ル
や
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
で
、建
設
後

も
市
民
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
新
庁

舎
に
な
っ
て
も
ら
う
施
策
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
い
か

が
か
。　　
　
　
　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問
：「
教
育
の
充

実
」
の
本
意
は

昨年開催された
月岡温泉開湯百年祭

う
た
げ

け
ん
し
ょ
う

ふ
う
び

〔13〕



負担は限界、払える国保税に
就学援助の拡充について

Ｑ 

負
担
は
限
界
、
払
え
る
国
保
税
に

Ａ
　
　

円
滑
な
運
営
を
可
能
と
す
る
た
め
に
は
、一
定
程

度
の
税
率
の
改
定
は
や
む
を
得
な
い

　
　
　

今
定
例
会
に
お
い
て
、

国
保
税
の
引
上
げ
が
賛
成
多
数

で
成
立
し
た
。
世
帯
当
た
り
平

均
で
２
万
４
０
８
５
円
。
14
・

４
％
の
引
き
上
げ
で
、
一
昨
年
の

引
き
上
げ
幅
を
超
え
る
も
の
で
、

負
担
は
限
界
に
き
て
お
り
負
担

軽
減
が
求
め
ら
れ
る
。
消
費
税

や
物
価
高
な
ど
市
民
の
く
ら
し

が
大
変
な
時
の
引
上
げ
は
市
民

に
一
層
の
負
担
増
を
強
い
る
結
果

と
な
る
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

齢
化
の
進
展
や
医
療
技
術
の
高

度
化
に
伴
う
医
療
費
の
伸
び
に

加
え
、被
保
険
者
の
年
齢
構
成
が

高
い
な
ど
構
造
的
な
背
景
も
あ

り
国
保
事
業
の
運
営
は
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。具
体
的

に
は
、平
成
26
年
度
実
質
単
年
度

収
支
は
約
４
億
円
の
赤
字
で
あ

り
、平
成
27
年
度
以
降
も
同
程
度

の
赤
字
が
予
測
さ
れ
る
状
況
を

勘
案
す
れ
ば
、円
滑
な
運
営
を
可

能
と
す
る
た
め
に
は
、一
定
程
度

の
国
保
税
率
の
改
定
は
や
む
を
得

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

平
成
25
年
度
改
定
時
と

比
較
す
る
と
大
変
厳
し
い
改
定

率
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。高

　市議会のホームページでは、市議会の会議録を

検索により閲覧できる機能を備えています。

　平成２７年２月から、スマートフォンやタブレ

ット端末でも検索できるようになりました。

　検索は、本会議だけでなく、提案された議題の

付託を受け、より詳細に審査を行っている常任委

員会の内容も検索できます。

　なお、２月定例会の会議録は、６月中旬の公開

を予定しています、

　どうぞご利用ください。

　本会議（定例会）の様子を、エフエムしばた
（76.9MHz）で生放送します。
　生放送は本会議開始（午前10時）から終了まで
全て放送します。
　緊急情報や休憩などにより中断することがあり
ます。

　市議会のホームページでは、市議会のしくみや議
員名簿、議会日程等を掲載しています。
　また、本会議や常任委員会で議員の質問や市長
等の答弁を記録した「会議録」を検索閲覧するこ
とができます。他にも、｢市議会だより｣のバックナ
ンバー（８３号以降）を見ることができます。
　なお、会議録 ( 冊子 ) は、市立図書館に設置して
います。

Ｑ 

就
学
援
助
の
拡
充
に
つ
い
て

　
　

支
給
費
目
の
拡
大
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

事
が
難
し
い
点
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。ま
た
、中
学
校
の
ク
ラ
ブ

活
動
費
を
支
給
す
る
と
想
定
し

た
場
合
、１
４
６
８
万
円
の
予
算

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、こ
れ

ま
で
以
上
の
支
給
費
目
の
拡
大

は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。就
学
援
助
は
、前
年
の
所
得

に
よ
り
審
査
を
行
い
認
定
し
て
い

る
。そ
の
所
得
が
確
定
す
る
の
は

毎
年
度
６
月
に
な
る
こ
と
か
ら
、

認
定
審
査
の
前
で
あ
る
４
月
に

支
給
す
る
こ
と
は
、手
続
上
か
ら

も
難
し
い
と
考
え
る
。

　
　
　

ク
ラ
ブ
活
動
費
を
支
給

し
て
い
な
い
理
由
は
、実
態
を
把

握
す
る
こ
と
や
認
定
対
象
外
世

帯
と
の
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る

Ａ
　
　
　

当
市
の
就
学
援
助
制
度

は
、昨
年
、生
徒
会
費
、Ｐ
Ｔ
Ａ

会
費
を
対
象
と
し
て
拡
充
さ
れ

た
。ク
ラ
ブ
活
動
費
を
補
助
対
象

に
拡
充
す
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
は
。ま
た
、新
入
学
児
童
の
入

学
の
際
必
要
な
ラ
ン
ド
セ
ル
等

の
購
入
費
の
支
給
が
７
月
下
旬

だ
が
、支
給
時
期
を
４
月
に
で
き

な
い
か
。　　
　
　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問
：
上
中
山
大
規

模
豚
舎
問
題
に
つ
い
て

配布された就学援助制度のチラシ

スマホ・タブレットで

会議録検索を会議録検索を

○本会議をエフエムしばたで生放送

○ホームページで市議会を紹介
【市議会ホームページ】
http://www.shibata‐shigikai.jp/

加藤　和雄

〔14〕
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　国連人権差別撤廃委員会は、日本政府に対し
て、ヘイトスピーチ（憎悪表現）問題に「毅然と
対処」し、法律で規制するように勧告する「最終
見解」を公表した。
　最終見解は、日本のヘイトスピーチの状況にも
言及しており、人種差別的デモ・集会をする団体
によるヘイトスピーチの蔓延や政治家・公人によ
るヘイトスピーチが報告されたことやメディアで
のヘイトスピーチの広がりなどについて、懸念が
表明されている。
　ヘイトスピーチは、社会の平穏を乱し、人間の
尊厳を侵す行為として、それを規制する法律が整

備されている国もある。また、２０２０年には東
京オリンピック・パラリンピック競技大会が開催
されるが、ヘイトスピーチを放置することは、国
際社会における我が国への信頼を失うことにもな
りかねない。
　よって、国においては、ヘイトスピーチ対策に
係る法整備を速やかに行うことを強く求める。

◎ヘイトスピーチ対策に係る法整備を求める意見書

２月定例会では、意見書２件を可決しました。
可決した意見書は、国会、内閣総理大臣並びに関係大臣等にそれぞれ送付しました。

　今回提起されている「農業改革」は、これまで
競争原理がなじまないとされてきた医療・健康分
野と並んで、農業を企業の自由競争の場に開放す
る政策の一環として進められるもので、その障害
となる農地法や農協、農業委員会を「岩盤規制」
と称して、事実上の解体をめざすものになってい
る。
　この「農業改革」が進められるならば、家族農
業経営が追い出され、地域農業と地域の暮らし、
そして協同組合を破壊することになる。
　安全・安心な食料を生産する家族農業経営を育
て、食料自給率を向上させる政策、そして地域農
業と家族農業経営、地域の暮らしを支える農協を

発展させてこそ、地域と地域経済を活性化する道
だと考え、次の事項について強く要請する。
①　農協改革にあたっては、国連も推奨している
家族農業経営を育てることを旨とし、食料自給
率の向上をめざすものとすること。一般企業の
農地取得に道を開く農地法改定や農業委員会の
公選制などの廃止を止めること。
②　協同組合である農協のあり方は、農協自身の
改革を尊重し、法的な措置による強制は止める
こと。

　市議会では、平成２１年に議会基本条例を制定す
るなど、議会改革を鋭意に進めています。議会基本
条例では、市民に開かれた、市民参加を推進する議
会運営を行うこと、また、市民との意見交換の場を
多様に設けることにしています。
　このようなことを踏まえ、市議会では請願書、陳
情書を提出した市民の皆さまから、意見陳述を行い
たい旨の申し出があった場合、原則として意見陳述
を認めることとし、付託先の常任委員会の開会前に
意見陳述を行うこととしました。

　３月５日、社会文教常任委員会の開会前に、初
めての請願者からの意見陳述を行いました。

◎農協改革をはじめとした「農業改革」に関する意見書

開かれた議会を目指して

請願者からの意見陳述を実施しました

請願者からの意見陳述の様子

（提出先） 衆議院議長  参議院議長
内閣総理大臣  総 務 大 臣
法 務 大 臣　

（提出先） 内閣総理大臣  農林水産大臣

きぜん
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Ｑ　

新
発
田
中
央
高
校
の
大
規
模
改
修
に
つ
い

て
、
市
の
補
助
金
の
負
担
割
合
は
。

Ａ　

県
、
周
辺
市
町
、
学
校
が
改
修
工
事
費
の

３
分
の
１
ず
つ
を
負
担
す
る
。
周
辺
市
町
が

負
担
す
る
３
分
の
１
の
う
ち
、
新
発
田
市
は

80
％
、
残
り
の
20
％
を
阿
賀
野
市
、
胎
内

市
、
聖
籠
町
で
負
担
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

Ｑ　

①
地
域
情
報
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

赤
谷
局
、
米
倉
局
で
の
光
回
線
整
備
へ
の
市

の
補
助
率
は
。
②
未
整
備
地
域
は
ま
だ
残
る

の
か
。

Ａ　

①
地
域
情
報
基
盤
整
備
事
業
で
の
市
の
補

助
率
は
対
象
経
費
の
２
分
の
１
と
し
て
要
綱

を
定
め
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
②
こ
の

２
局
の
整
備
が
完
了
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

の
光
回
線
の
整
備
率
は
、
１
０
０
％
と
な

る
。

Ｑ　

新
庁
舎
の
免
震
ゴ
ム
は
東
洋
ゴ
ム
の
も
の

か
。

Ａ　

新
庁
舎
の
免
震
装
置
は
東
洋
ゴ
ム
工
業
社

の
製
品
で
は
な
く
、
他
社
製
品
で
あ
る
。

Ｑ　

土
地
利
用
立
地
適
正
化
計
画
策
定
事
業
の

中
で
観
光
施
設
等
の
位
置
づ
け
は
。

Ａ　

観
光
施
設
は
該
当
し
な
い
。
こ
の
立
地
適

正
化
計
画
は
、
安
心
・
快
適
な
生
活
環
境
の

実
現
を
主
眼
に
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と

公
共
交
通
の
実
現
を
目
指
す
包
括
的
な
計
画

で
あ
り
、
主
な
施
設
は
、
病
院
、
診
療
所
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学

校
、
ス
ー
パ
ー
、
行
政
窓
口
で
あ
る
。

総
務
常
任
委
員
会
関
係

補
助
金
関
連

Ｑ　

新
型
の
風
力
発
電
機
は
約
６
億
円
か
か

る
と
言
う
こ
と
だ
が
、
仮
に
増
設
す
る
場

合
、
そ
の
費
用
は
誰
が
負
担
す
る
の
か
。

Ａ　

６
億
円
は
概
算
の
数
字
で
あ
り
、今
後
安

く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。増
設
が
許
さ
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、
費
用
は
で
き
る
だ
け
、
紫
雲

寺
風
力
発
電
（
株
）
で
用
意
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ　

ト
ラ
フ
グ
の
養
殖
に
つ
い
て
今
後
取
り

組
む
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

Ａ　

現
段
階
で
予
定
し
て
い
る
の
は
、
飼
育

数
７
２
０
０
匹
で
あ
る
。
約
７
０
０
０
匹
が

事
故
な
く
現
金
化
さ
れ
れ
ば
、
年
間
で
５

０
０
万
円
ぐ
ら
い
の
純
益
は
上
げ
た
い
。
極

め
て
有
益
な
事
業
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

①
会
員
数
が
４
１
０
０
名
で
あ
る
が
、

会
員
数
の
年
度
ご
と
の
推
移
は
。
②
市
内

の
入
会
事
業
所
数
と
会
員
数
の
割
合
は
。

Ａ　

①
平
成
23
年
か
ら
３
年
間
連
続
し
て
微

増
で
あ
る
。
逆
に
そ
の
前
、
平
成
18
年
か

ら
平
成
22
年
の
間
は
１
０
０
名
程
度
減
っ

て
い
る
。
②
総
務
省
の
統
計
で
は
、
市
内

の
中
小
企
業
の
事
業
所
が
４
３
５
０
所
あ

り
、
今
年
２
月
の
数
字
で
あ
る
が
、
当
セ

ン
タ
ー
で
は
７
８
１
の
事
業
所
が
加
入
し

て
、
18
％
の
加
入
率
で
あ
る
。
ま
た
、
勤

労
者
会
員
数
は
、
今
年
２
月
末
で
４
１
０

２
名
で
あ
り
、
市
内
の
中
小
企
業
勤
労
者

が
３
万
３
５
２
７
名
な
の
で
、
12
・
２
％

の
加
入
率
で
あ
る
。

Ｑ　

難
聴
地
域
で
あ
る
藤
塚
浜
と
菅
谷
に
中

継
局
を
つ
く
る
計
画
が
あ
り
、
市
か
ら
藤

塚
浜
に
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
を
配
布
す

る
よ
う
な
話
も
あ
る
が
、
エ
フ
エ
ム
し
ば

た
と
市
で
話
し
合
い
が
あ
る
の
か
。

Ａ　

難
聴
地
域
解
消
事
業
は
、
平
成
26
年
度

に
菅
谷
地
域
、
藤
塚
浜
地
域
に
中
継
局
を

新
た
に
設
置
す
る
た
め
、
総
務
省
信
越
総

合
通
信
局
に
申
請
し
、
今
年
２
月
26
日
に

そ
の
予
備
免
許
を
も
ら
っ
た
。
平
成
27
年

度
の
予
算
に
中
継
局
の
建
設
が
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
建
設
は
今
秋
以
降
に
予
定
し

て
い
る
。
そ
の
後
、
電
波
の
状
況
を
確
認

し
た
う
え
で
藤
塚
浜
地
域
へ
の
緊
急
告
知

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
配
付
に
つ
い
て
は
、
市
担

当
課
と
調
整
に
入
り
た
い
。

Ｑ　

市
長
の
提
唱
す
る
新
発
田
版
の
は
と
バ

ス
と
い
う
こ
と
で
、
「
し
ば
た
ん
観
光
バ

ス
」
を
取
り
組
ん
だ
と
思
う
が
、
そ
の
運

行
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

し
ば
た
ん
観
光
バ
ス
は
、
月
岡
温
泉
を

初
め
と
し
た
２
次
交
通
策
確
保
の
た
め
の

定
番
観
光
プ
ラ
ン
、
ま
た
、
季
節
ご
と
の

新
発
田
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
季
節
募

集
型
着
地
型
プ
ラ
ン
、
さ
ら
に
手
配
型
旅

行
プ
ラ
ン
、
４
番
目
に
市
ま
た
は
観
光
協

会
の
主
催
プ
ラ
ン
と
い
う
こ
の
４
つ
の
区

分
の
中
で
運
行
し
て
い
る
。　

　
　

平
成
26
年
度
は
Ｐ
Ｒ
を
含
め
、
市
民
を

は
じ
め
多
く
の
方
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
無
償
プ
ラ
ン
を
必
要
最
小
限
度
で
運

行
し
た
。

第
３
セ
ク
タ
ー
関
係

紫
雲
寺
風
力
発
電（
株
）

（
株
）エ
フ
エ
ム
し
ば
た

（
一
社
）新
発
田
市
観
光
協
会

（
株
）紫
雲
寺
記
念
館

（
公
財
）新
発
田
市
勤
労
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

情
報
関
連

新
庁
舎
関
連

立
地
適
正
化
関
連

平成27年度一般会計予算審査状況

新年度の予算案を徹底審査！

　平成27年度一般会計予算議案は、11人で構成する一般会計予算審査特別委員会を設置し、第３セクタ
ー関係の審査を含め、４日間にわたり審査しました。
　特別委員会では、厳しい審査を経て、審査の最後に採決を行い、全会一致で認定すべきものと決しました。
本会議最終日において、特別委員会委員長報告を受け、討論を行い認定しました。
（※以下は、審査状況の一部を紹介しています。）
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社
会
文
教
常
任
委
員
会
関
係

Ｑ　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
産
学
官
民
連
携

地
域
型
中
間
支
援
組
織
の
内
容
は
。

Ａ　

２
つ
の
事
業
は
共
通
の
背
景
が
あ
り
、

中
山
間
地
域
集
落
の
存
続
の
危
機
感
か
ら

考
え
た
事
業
で
あ
る
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
首
都
圏
か
ら

若
者
を
募
集
し
、
地
域
に
若
い
人
が
入
っ

て
活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

隊
員
は
最
長
３
年
従
事
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　

中
間
支
援
組
織
は
、
地
域
に
対
し
ど
の

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
で
き
る
か
、
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
平
成
28
年
度
中

ご
ろ
に
は
事
業
方
針
を
出
し
、
予
算
あ
る

い
は
事
務
所
や
人
な
ど
を
形
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

①
待
機
児
童
の
現
状
と
今
後
の
対
応

は
。
②
保
育
の
質
の
問
題
で
、
保
育
士
の

配
置
基
準
や
有
資
格
者
で
な
い
保
育
士
の

担
任
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

Ａ　

①
26
年
度
の
待
機
状
況
は
、
３
月
１
日

時
点
で
43
名
で
あ
る
。
②
保
育
の
安
全
性

確
保
と
い
う
点
で
、
保
育
士
は
市
の
基
準

に
沿
っ
た
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
有
資
格

者
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て

は
、
保
育
士
の
産
休
、
育
休
が
非
常
に
増

え
、
一
部
そ
の
代
替
職
員
の
確
保
が
難
し

く
、
保
育
パ
ー
ト
等
で
補
っ
て
い
る
状
況

が
あ
る
。
新
制
度
で
は
量
の
確
保
と
質
の

向
上
も
非
常
に
重
要
な
項
目
な
の
で
、
安

全
な
保
育
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め

た
い
。

Ｑ　

就
学
援
助
に
つ
い
て
、
生
活
保
護
基
準

が
下
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
影
響
と
支
給
開

始
時
期
の
緩
和
は
で
き
な
い
か
。

Ａ　

平
成
27
年
度
の
就
学
援
助
の
適
用
基
準

は
、
26
年
度
と
同
様
に
25
年
４
月
時
点
の

基
準
を
使
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

支
給
の
開
始
時
期
は
、
認
定
作
業
で
毎

年
所
得
が
確
定
す
る
６
月
に
な
る
。
認
定

作
業
を
速
や
か
に
行
い
、
支
給
開
始
を
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
支
給
開
始

を
早
い
時
期
に
、
例
え
ば
４
月
に
と
い
う

こ
と
に
は
対
応
で
き
な
い
。

　
　Ｑ　

駅
前
に
立
派
な
複
合
施
設
が
で
き
る
の

で
、
図
書
館
の
分
館
を
集
約
し
、
よ
り
効

率
的
に
予
算
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
か
。
ま
た
、
図
書
館
分
館
の
利

用
率
は
。

Ａ　

豊
浦
分
館
、
紫
雲
寺
分
館
、
加
治
川
分

館
、
こ
れ
は
合
併
前
の
公
民
館
図
書
室
を

引
き
継
い
で
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
五
十
公
野
分
館
、
松
浦
分

館
、
川
東
分
館
、
佐
々
木
分
館
が
あ
る
。

か
つ
て
は
も
っ
と
あ
っ
た
が
集
約
し
て
現

在
の
形
に
な
っ
た
。
地
元
の
思
い
も
あ

り
、
現
在
の
７
分
館
で
考
え
て
い
き
た

い
。

　
　

平
成
25
年
度
に
お
け
る
分
館
全
体
の
貸

し
出
し
の
利
用
者
数
が
６
１
７
３
名
、
冊

数
は
１
万
６
９
０
１
冊
の
利
用
が
あ
る
。

利
用
者
数
の
内
訳
は
、
加
治
川
２
４
６
０

名
、
紫
雲
寺
１
３
２
６
名
、
豊
浦
１
４
１

５
名
、
五
十
公
野
５
５
６
名
、
松
浦
78

名
、
川
東
１
４
７
名
、
佐
々
木
１
９
１
名

で
あ
る
。

地
域
お
こ
し
関
連

子
育
て
関
連

教
育
関
連

図
書
館
関
連

経済建設常任委員会関係

Ｑ　住宅リフォームの関係で、平成27年度に
7,000万円ほどの予算が上がっているが、26年
度との違いは。
Ａ　26年度と27年度とでは、予算額7,000万円に変
わりはない。26年度は、通常枠が6,500万円、上
乗せ枠が500万円であった。27年度は、その比率
を変えて、通常枠を6,000万円、上乗せ枠を1,000
万円とした。上乗せの補助は、子育て３世代同
居、高齢者または障がい者との同居世帯の方に
ついては、補助率10％、上限額10万円の加算措
置をしている。26年度の内容を見ると、上乗せ
分の応募が197件であったにもかかわらず、予算
の関係で当選が３分の１の68件しか措置できな
かった。このため、27年度は３世代同居や弱者
救済といった面に配慮するためこのような違い
となった。

Ｑ　雇用状況は、人材確保が難しい業種がある一
方、求職が少ない業種もあるなど、ばらつきが見
られる。その状況と対策は。
Ａ　ハローワーク新発田等からの情報では、２月末
時点で、新規の求人倍率は1.27倍、有効求人倍率

は1.12倍で、去年の夏あたりから１倍を超えて好調
に推移している。ただ、職種によるばらつきはハ
ローワークでも懸念しており、事務職は0.24倍と
いうことで、かなり低い。一方、販売、サービス
は2.19倍、建設等は3.67倍であり、求人はあるが
応募がない状況である。新卒者の募集も傾向とし
ては全く同じ状況であり、ハローワークもこの点
の解消が必要と述べている。市としても同じ認識
で、はつらつ仕事館等でミスマッチをなくせるよ
うにインターンシップ事業等に着手している。

Ｑ　防犯灯の整備は、３カ年で2,000万円という
ことだが、予定している特別な通勤・通学路があ
るのか。
Ａ　防犯灯の設置の考え方は、今までどおりであ
る。ただ、予算規模を上げることから、優先順位
を付けて設置していきたい。

Ｑ　緊急松くい虫防除対策事業への応募方法は。
Ａ　各個人の庭の松や神社、仏閣などの松の被害木
を駆除する事業であるが、先着順を考えている。
４月初めの広報などを利用し、受付の準備をして
いる。

地域整備関連

松林等保全関連

建築関連

雇用関連
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Ｑ　

市
制
施
行
70
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
市
歌
の
見
直
し

を
検
討
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
市
長
の
思
い
が
込
め
ら
れ

た
、
ま
た
市
民
が
こ
う
い
う
新
発
田
市
を
目
指
す
と
い
う
一

つ
の
心
構
え
と
し
て
市
民
憲
章
の
検
討
に
入
っ
た
ら
ど
う

か
。

Ａ　

現
在
市
民
憲
章
は
な
い
が
、
そ
の
制
定
に
つ
い
て
は
市
民

か
ら
の
盛
り
上
が
り
が
必
要
と
思
う
。
い
ろ
い
ろ
な
市
民
と

の
会
合
に
行
く
が
、
特
段
そ
う
し
た
声
も
な
い
よ
う
な
の
で

今
は
市
民
憲
章
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
が
、
せ
っ
か
く

の
提
案
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
少
し
考
え
て
み
た
い
。

Ｑ　

佐
賀
県
武
雄
市
で
は
鳥
獣
被
害
に
対
応
す
る
課
が
あ
り
、

窓
口
も
一
本
化
さ
れ
て
い
た
。
当
市
で
も
各
課
に
ま
た
が
っ

て
い
る
業
務
量
を
見
る
と
鳥
獣
被
害
を
考
え
た
一
つ
の
課
を

設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ　

一
番
大
事
な
こ
と
は
市
民
の
命
を
守
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
担
当
は
地
域
安
全
課
に
な
る
し
、
作
物
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、
別
な
課
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
鳥
獣
の
管
理
、

保
護
、
こ
れ
は
環
境
衛
生
課
と
な
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
に
た
ら
い
回
し
と
い
う
苦
情
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
新
し
い
課
を
つ
く
る
と
い
う
考

え
は
な
い
。
た
だ
、
交
通
整
理
を
す
る
人
、
こ
れ
が
大
事
で

あ
ろ
う
と
思
う
の
で
、
今
の
構
想
の
中
で
は
や
っ
ぱ
り
鳥
獣

の
管
理
、
保
護
を
担
当
す
る
環
境
衛
生
課
が
交
通
整
理
を
す

る
部
署
か
な
と
思
っ
て
い
る
。
担
当
官
な
ど
と
い
う
意
味
で

は
な
い
が
、
発
令
事
項
の
中
に
鳥
獣
担
当
を
命
ず
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

一般会計予算審査特別委員会
◎ 委員長　○ 副委員長

一般会計予算審査特別委員会

市
長
へ
の
総
括
質
疑

※

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
予
算
審
査（
16~

17
ペ
ー
ジ
参
照
）の

　

内
容
を
踏
ま
え
、市
長
に
総
括
的
な
質
疑
を
行
っ
た
も
の

市
民
憲
章
に
つ
い
て

Ｑ　

財
政
計
画
で
は
、
平
成
36
年
度
の
歳
入
は
現
在
よ
り
１
０

０
億
円
位
減
額
が
見
込
ま
れ
、
か
な
り
の
厳
し
さ
が
窺
え

る
。
今
後
は
、
公
共
施
設
、
道
路
、
橋
梁
、
水
道
な
ど
の
老

朽
化
に
よ
る
改
修
や
統
廃
合
に
伴
う
学
校
建
設
な
ど
が
見
込

ま
れ
、
か
な
り
厳
し
い
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思

う
。
平
成
27
年
度
予
算
が
約
９
％
増
と
な
っ
た
こ
と
は
、
新

庁
舎
や
駅
前
複
合
施
設
な
ど
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
も

の
で
や
む
を
得
な
い
が
、
今
後
の
財
政
運
営
に
係
る
基
本
的

な
姿
勢
、
考
え
は
。

Ａ　

確
か
に
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、
健
全
財
政
は
維

持
で
き
て
い
る
と
い
う
数
値
が
出
て
お
り
、
大
変
安
堵
し
て

い
る
。

　
　

合
併
特
例
債
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
補
助
金
の
増
加
で

依
存
財
源
の
比
重
が
増
え
、
自
主
財
源
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
財
源
を
う
ま
く
利
用
す
る
手
は
な
い
と

考
え
る
。
新
庁
舎
建
設
に
し
て
も
、
当
初
の
計
画
よ
り
も
事

業
費
は
増
額
し
て
い
る
が
、
合
併
特
例
債
を
う
ま
く
利
用
し

て
な
る
べ
く
基
金
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、
実
質

的
な
市
の
支
出
額
を
減
ら
し
て
い
る
。
ま
た
交
付
金
制
度
の

見
直
し
に
つ
い
て
も
、
制
度
が
確
定
し
て
い
る
金
額
の
み
を

財
政
計
画
に
入
れ
て
お
り
、
堅
く
見
込
ん
で
い
る
。

　
　

今
後
も
、
健
全
財
政
の
堅
持
に
し
っ
か
り
と
努
め
、
産
業

振
興
に
よ
り
市
税
を
確
保
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

農
業
は
産
業
振
興
の
中
で
も
基
幹
産
業
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
う
い
う
中
で
の
農
業
版
企
業
誘
致
促
進
事
業
は

ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
組
ん
だ
の
か
。

財
政
運
営
に
つ
い
て

農
業
版
企
業
誘
致
促
進
事
業
に
つ
い
て

Ａ　

本
事
業
は
耕
作
放
棄
地
対
策
で
あ
る
。
農
家
の
皆
さ
ん
方

で
は
と
て
も
で
き
な
い
た
め
、
こ
の
部
分
を
何
と
か
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
水
稲
栽
培
に
企
業
参

入
を
推
し
進
め
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
農
業
関
係
者
と

相
談
し
な
が
ら
進
め
る
。
今
後
は
大
規
模
化
・
法
人
化
が
避

け
て
通
れ
な
い
の
で
、
こ
の
こ
と
を
頭
の
中
に
し
っ
か
り
入

れ
て
農
政
を
進
め
た
い
。

Ｑ　

防
犯
灯
の
整
備
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

Ａ　

従
来
は
７
０
０
万
円
の
予
算
で
あ
っ
た
が
、
今
年
度
は
２

０
０
０
万
円
の
予
算
を
つ
け
た
。
約
３
年
あ
れ
ば
市
民
か
ら

の
防
犯
灯
設
置
要
望
に
十
分
応
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

早
急
に
明
る
く
、
女
性
で
も
夜
道
を
安
心
し
て
歩
け
る
ま

ち
に
し
て
い
き
た
い
。

防
犯
灯
整
備
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

あ
ん
ど

◎ 

宮
島　

信
人

○ 

大
沼　

長
栄

　

 

稲
垣
富
士
雄

　

 

中
村　
　

功

　

 

井
畑　

隆
二

　

 

若
月　
　

学

　

 

小
柳　
　

肇

　

 

渡
部　

良
一

　

 

小
坂　

博
司

　

 

加
藤　

和
雄

　

 

渡
邊　

喜
夫
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discussion

本会議での一般会計予算審査
特別委員会委員長報告

平成27年度一般会計当初予算について、会派として賛成・反対の意見を述べています。

討 論
賛成
　平成27年度一般会計当初予算は、総額４８０
億４千万円、前年費８.９％増の積極予算であ
る。歳入が減少する中であるが、駅前複合施設
建設や新庁舎、また、重要外環状３路線など平
成２７年度完成を目指しての予算編成で仕方が
ないと思うが、市債８４億８９７９万円と過去
最高である。将来に借金を残さないよう意見を
添えて賛成する。

市民クラブ　稲垣 富士雄

賛成
　平成27年度一般会計当初予算は賛成とする
が、消費税増税分が歳入・歳出ともに見込まれ
ており、消費税依存度が増している。国は、消
費税増税をしながら社会保障費の自然増分まで
削減という姿勢であり、国に従う姿勢は、残念
である。さらに、農業版「企業誘致」促進事業
を市長は「耕作放棄地対策」というが、安心・
安全な食料を生産し家族農業経営を経て食料自
給率を向上させる政策を求めるものである。

日本共産党　佐藤　真澄賛成
　「住みよいまち日本一　健康田園文化都市、
しばた」を掲げ、二階堂市政の２期目をスタート
させた。市庁舎、駅前複合施設建設の大型事業
があるが、徹底した行財政改革を推進するとし
ており、期待は大きい。課題となっている少子化
対策にも重点的に予算付けされている。住みよ
いまち日本一を目指すなら不公平感がないよう、
きめ細やかな行政を強く要望し賛成する。

新発田政友会　川﨑　孝一

賛成
　公明党の主張が随所に盛り込まれた「子ども
子育て支援新制度」は保育の受け皿となる施設
整備や人材確保の予算。特に日本版ネウボラと
して、妊産婦の状況を継続的に支援し就学前ま
で切れ目のない支援制度「母子保健活動事業」
は高く評価する。住宅リフォーム支援事業では
子育て３世代同居世帯等への上乗せ補助が拡充
されたこと、市内の人口減少対策に定住化促進
事業も期待する。
　地方創生に取り組む初年度に経済成長実現へ
の予算であり賛成する。

公明党　渡邊　喜夫賛成
　合併から10年、節目の年に当たる予算編成で
あった。合併特例債やリノベーション交付金は
有利といっても、事業費の増額は、自己負担が
膨れ上がり財政計画が先延ばしになった。終了
する事業に対しても十分な総括が必要。教育行
政に対する首長の権限も強化され、子どもたち
に寄り添った教育の充実が求められる。また、
中課制での行政運営は、議会との二元代表制を
採る地方自治の信頼関係で、問題の解決のため
真摯な協議が必要と考える。

民主クラブ　入倉　直作



　２月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案２１件、請願１件、審査の結果、議案・請願は
すべて可決・採択すべきものとしました。

　現在工事中である西名柄橋の今後の拡幅
についての質疑に、「今回は、高欄と路面の
修繕である。拡幅という部分は入っていな
い。老朽化対策として修繕をし、橋の延命化

経済建設常任委員会 委員長　渡邊 喜夫

■一般会計補正予算について（当委員会所管分）

を優先したい。拡幅等の要望もいただいている
が次の段階である」との答弁がありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべき
ものとしました。

　「東日本大震災により東京電力から４０万
円の賠償金をもらっているが、浄水場の汚染
土の状況とその処理は」の質疑に、「すべて
100ベクレルを下まわっており、約10から20ベ
クレルの間で推移している。26年度は糸魚川
市のセメント工場に搬入して、約289トン処理

■ 水道事業会計補正予算（第４号）について

をした。水道水については、以前から検出され
ていない。引き続き、十分安全な水を供給して
いる」と答弁がありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべき
ものとしました。

　国際協同組合同盟は、日本の総合農協は世
界の中で特に優れていると評価している。家
族農業にこそ世界の農業の土台があり、食料
生産に大きな成果を上げている。また、国土
の保全や水源を守るなど、目に見えない大事
な役割がある。農協改革案は、家族農業によ

■農協改革をはじめとした「農業改革」に関する意見書提出を求める請願について

る価値を認めず企業による農業を促進するも
のであり、農家からの要求ではない。食料自給
率の向上も含め農業を守る立場から賛成する
旨の討論がありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で採択すべき
ものとしました。

　資源ごみの持ち去りに対する罰則について
の質疑に、「ゴミステーションに出された資源
ごみを市の所有物とする規定を設ける。警察
に被害届を提出することにより窃盗罪に該当

■ 新発田市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例制定について

することとなる。主に市街地で空き缶や紙類の
持ち去りの例が多い」との答弁がありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべき
ものとしました。　

　「平成２７年度の募集は新制度の要件か、
入園希望者の状況は」の質疑に、「平成２６
年１０月から新制度の保育を必要とする児童
の募集を行っており、３月１日現在で２，５７７

■ 新発田市保育園保育の実施に関する条例を廃止する条例制定について

名の見込みで昨年同時期に比べ１５０名ほど
増えている」との答弁がありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべき
ものとしました。

　レセプト点検の体制および効果についての
質疑に、「嘱託職員を４名雇用し、当市で点
検を行っている。県国保連合会で１次点検し
て、保険者が２次点検をする体制である。平

■ 平成２７年度新発田市国民健康保険事業特別会計予算について

成２５年度の実績としては６００万円の削減効
果があった」との答弁がありました。
　採決の結果、委員の賛成多数により可決す
べきものとしました。
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常任委員会の審査状況
議案は常任委員会に付託され、慎重に審査されます。
その審査の経緯と結果は、本会議で各常任委員長が報告し、質疑、討論を経て採決されます。
（※以下は、審査状況の一部を紹介しています。）

　２月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案１３件、審査の結果、議案はすべて可決
すべきものとしました。

　補正の主な内容は、定年前退職による退職
手当、新発田駅前複合施設、総合戦略策定事
業等で、総合戦略策定事業について「なぜ、外
部委託をするのか」「市の27年度のスケジュー
ルは」の質疑に、「専門業者の分析結果をもと
に戦略的なものをつくる。戦略的計画は担当
課で市民の意見を聞き組み立てていき、外注
は専門的な調査の部分だけ」「国では、全ての

総務常任委員会 委員長　加藤 和雄

■ 一般会計補正予算について（当委員会所管分）

自治体が平成27年度までに総合戦略を策定す
ることとしている。平成27年度は市の総合計画
の見直し時期でもあり、国の制度を使いなが
ら、市独自の総合戦略計画をつくる」との答弁
がありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべき
ものとしました。

　「男女共同参画審議会の構成は」「現在あ
る計画の扱いや苦情処理の手続きは」「パブリ
ックコメントや市民団体との協議での意見は」
の質疑に、「現段階では、１２名以内の委員、
任期は２年、学識経験者、関係団体を代表す
る者、市長が適当と認める者で構成し、男女比
は概ね５０％を考えている」「新しく条例が制
定されても今ある計画は継続していく。市民等
からの苦情に対しては、必要に応じて、男女共
同参画審議会の意見を聴いて、施策の改善に

■ 新発田市男女共同参画推進条例制定について　

反映させるなど迅速に問題解決をしていきた
い」「パブリックコメントについては１団体４個
人から３３件の意見が寄せられ、それについて
は男女共同参画推進協議会に協議を依頼し
た。市民意見を反映したものが６件。市民意見
を一部反映したものが７件あった」との答弁が
ありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべき
ものとしました。

　２月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案２３件、請願２件、審査の結果、請願
１件は不採択とし、その他の議案・請願はすべて可決・採択すべきものとしました。

　し尿、ごみ処理手数料の減額理由について
の質疑に、「し尿処理手数料は収集量の減で
ある。指定ごみ袋は例年どおりの販売額である
が、予算に対して減額するもの」との答弁があ
りました。敬老会の参加人数の質疑に、「対象
者1万５３３２人に対し、出席は４０６５人であ
った」との答弁がありました。また、寄付金の使

社会文教常任委員会 副委員長　湯浅 佐太郎

■ 一般会計補正予算について（当委員会所管分）

途要望についての質疑に、「寄付者それぞれか
らは、子どもの福祉、教育事業の助成と図書館
の充実について役立ててほしいとの要望があ
った」との答弁がありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべき
ものとしました｡
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議会で採択された請願や陳情について、所管の部署がどのように処理対応したのか、その
途中経過や結果が報告されたものをお知らせします。（抜粋）

（平成26年12月現在）

件　　名 処理経過及び結果

美術館の設置に関する請願 　美術館などの芸術・文化鑑賞施設の整備を検討し、平成14年に第１段
階として、市民文化会館内に収蔵庫を設置した。
　継続して実施してきた美術品調査及び収集の成果を広く市民に公開す
るため、平成18年度から３年計画で、新発田市所蔵アートコレクション展
を開催した。平成19年度には、合併により使用しなくなった豊浦支所旧議
場を美術品収蔵庫に改修した。その結果、寄贈美術品の点数は年々増加
し、平成21、22年度には新アートコレクション展、平成23年度には新発田
モンパルナス展において公開した。さらに、平成24年度にも寄贈を受けて
郷土作家遺作展を開催したほか、平成26年度にも新アートコレクション展
を開催した。
　今後も継続公開を予定しており、各種展示事業を企画、運営し、ソフト
面の充実を図っていきたい。
　美術館の建設は、費用対効果、財源確保、複合・生涯学習施設との関
連性などを見据え、美術関係団体はじめ広く市民の意見を踏まえ、引き続
き検討を進める。

中学校の冬期通学バスの拡充を
求める請願書

　小学校４㎞、中学校６㎞の基準を目安に、豊浦地区の滝沢地区、紫雲
寺地区の二ツ山、人橋地区について、冬季の下校バス乗車負担金の補助及
び登校バスの運行を平成25年度冬に実施した。平成26年度の冬には、加
治川中学校の冬期通学支援の取扱いを準用し、豊浦中学校については冬
期下校バスの保護者負担分を、紫雲寺中学校については路線バスを利用
して通学した場合の定期券購入費の一部についてそれぞれ補助を行うこ
ととした。

新しい新発田市立図書館に関す
る請願書

　平成26年度に、図書館を利用する団体やボランティア団体による新発
田駅前複合施設管理運営図書館専門委員会を立ち上げ、駅前複合施設
の管理運営について、意見を聞いてきた。それらの意見については新発田
駅前複合施設管理運営方針に反映される予定である。
　平成27年度には、図書館としての基本方針などについて意見を伺うため
の会を改めて立ち上げる予定である。

新発田城石垣の「孕み出し」防
止対策に関する請願

　新発田城の石垣については、平成12年度に土質調査・石垣と地形の測
量・発掘調査を実施し、三階櫓・辰巳櫓の復元に先立ち、石垣崩落の防
止工事を、平成14、15年度に実施した。
　今後、孕み出しが進行し、あるいは地震によって石垣が崩壊すれば、修
復に多額の経費がかかるうえ、市の観光資源としての影響も大きい。また、
前回の調査から14年が経過していることから、先進地の専門家に意見を
求め、現状の認識と今後の対応策について検討する事業を提案し、平成
27年度当初予算計上した。

はら

はら
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件　　名 処理経過及び結果

ナカショク上中山農場の悪臭・
汚水排水改善を含む強い行政指
導を求める陳情書（同様の請願
１件あり）

　第2回目の勧告に基づき、「密閉型豚舎による脱臭」施設を導入するた
めの協議を事業者と進めたが、工事費用の負担について協議が整わず、
平成25年6月に施設整備の断念が事業者から報告された。
　その後、事業者に対して新たな悪臭改善措置を求めたが、臭気の改善
効果が認められなかったため、畜産の臭気対策専門家などの指導を仰
ぎ、平成26年10月7日に悪臭防止法に基づく第3回目の勧告を実施した。勧
告内容は、豚舎敷料の容積重を一定以下に抑えることで、敷料からの悪
臭発生を防ぐものである。
　なお、現在も臭気の規制基準を超過した際には、原因等について報告
を求めている。

湯の平登山道の早期開設に関わ
る請願書

　平成26年の雪解け後、再度林道及び登山道を確認したところ、林道及
び登山道に新たな崩落箇所を確認したため、林道については早急に補修
工事を行い、9月18日に副市長をリーダーとして調査登山を実施した。
　その結果、昨年崩落した登山道については、今年、更に崩落が進んだこ
とによって地盤が安定し、登山道としての利用が可能となったものの、今
年新たに確認した崩落箇所は、地形的に復旧が不可能であるため、新た
に迂回路を設けることを関係機関や山岳団体と協議し、決定した。 
　今後は、早急に新規迂回路を設置するとともに、湯の平登山道の早期
開山に向け進めることとしている。

加治川の自然豊かな水の保全を
進める請願

　上赤谷地区、滝谷新田地区、中々山地区、小戸地区に不法投棄防止を
呼び掛ける看板を設置した。
　水道水源保護地域で対象事業所を設置する場合には、届出などが必
要である旨、広報しばたで周知した。

新発田駅前公園を「大倉記念公
園」に名称変更を求める請願

　公園内の現地案内看板の表記を「大倉記念公園Ookura-Memorial 
Park」とした。
　なお、市では、「都市マスタープラン」や「立地適正化計画」の策定を予
定しており、この作業の中で、市内全体の公園について、再編や再整備な
どの方向性を検討する予定であることから、公園名称等についても個々個
別ではなく、地名や由来、立地場所等を含めて、総合的に検討をしていき
たいと考えている。

県立新発田病院跡地に複合歴史
資料館の早期建設を求める請願
書（同様の請願2件あり）

　平成22年度に「県立新発田病院跡地活用整備計画」を策定した。
　複合的歴史資料館は、歴史・文化・生涯学習の拠点ゾーンの中で「複
合・生涯学習施設」として整備項目にあげている。
　整備手法及び整備時期については、財政計画との整合を図ることとし、
短期及び中長期の２期に整理して、実現化に向けたステップを踏むことと
している。
　「複合・生涯学習施設」は、整備時期を中長期とし、市史に関する史料
館的要素を含めた施設として整備を行う計画である。
　整備の概要は、施設のテーマ、規模、構成、立地について、利活用方針
を明確にした上で効率的な利用が図られるように、検討を行うこととして
いる。

請願・陳情の処理経過及び結果

〔23〕



編　集　委　員 編集後記

○市議会の傍聴について

※一般質問２日目及び３日目は、一般質問の通告議員が多い場合に行います。

変更等の場合は、ホームページ・エフエムしばた等でお知らせします。

６月定例会日程予定
６月　１日
６月　２日
６月　４日
６月　８日
６月１８日
６月１９日
６月２２日
６月２３日
６月２４日
６月２５日
６月２６日
６月３０日

告示日、議会運営委員会
請願・陳情・意見書提出期限
議会運営委員会
本会議（提案理由説明・委員会付託）
本会議（一般質問第１日目）
本会議（一般質問第２日目）
本会議（一般質問第３日目）
総務常任委員会
社会文教常任委員会
経済建設常任委員会
議会運営委員会
本会議（最終日）

・「本会議」「各委員会」が傍聴できます。
・午前１０時から始まります。
・「本会議」「各委員会」は、市役所本庁舎２階の議
場または委員会室で行います。
・傍聴希望の方は、当日本庁舎２階議会事務局まで
お越しください。
・団体等で大勢の場合は、事前に議会事務局までご
連絡ください。

委 員 長 川﨑　孝一
副委員長 渡部　良一
委　　員 稲垣富士雄
　 〃 　 佐藤　武男
　 〃 　 長谷川健吉
　 〃 比企　広正
　 〃 大沼　長栄
　 〃 宮野　昭平
　 〃 加藤　和雄
　 〃 渡邊　喜夫
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合
併
建
設
計
画
最
終
年
を
迎
え
る

（
一
部
延
長
）
平
成
27
年
度
一
般
会
計

予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。
前
年
度
比

８
・
９
％
増
の
積
極
的
予
算
で
す
。
た

だ
国
県
か
ら
大
幅
に
手
当
て
さ
れ
る
事

業
債
や
補
助
金
（
庁
舎
建
設
事
業
、
地

方
都
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
等
）
に

よ
り
膨
ら
ん
だ
も
の
で
、
市
民
に
は
極

力
負
担
を
か
け
な
い
予
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
の
借
金
づ
け
財
政
を
み
る
に

つ
け
、
こ
れ
を
他
山
の
石
と
し
て
、
私

ど
も
は
健
全
な
市
で
あ
り
続
け
る
こ
と

を
基
本
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
駅
前
複
合
施
設
の
完

成
に
伴
い
建
物
の
愛
称
が
決
ま
り
ま

す
。
県
立
病
院
跡
地
整
備
や
新
庁
舎
完

成
も
間
近
で
す
。
物
が
出
来
て
魂
入
れ

ず
で
は
意
味
が
な
く
、
建
設
と
併
せ
産

業
拡
大
を
図
り
、
市
民
が
は
つ
ら
つ
か

つ
生
き
生
き
と
し
て
豊
か
な
生
活
が
で

き
て
こ
そ
、
物
心
両
面
に
お
い
て
新
発

田
の
完
成
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

〈
文
責 

編
集
委
員　

大
沼　

長
栄
〉

　２月１２日、新発田市・聖籠町議員協議会は、現
在、工事が進められている国営かんがい排水事業
加治川用水地区に関する研修会を開催しました。
　この事業は、新発田市、聖籠町、新潟市にまたが
る6,121haを区域に、老朽化が進行するダムや頭首
工及び用水路の整備を行うとともに新たな水源施
設の整備を行うものであり、平成24年度から平成35
年度までの11年間の工期で、総事業費２７０億円を
予定しているものです。
　研修会では、北陸農政局加治川二期農業水利事
業所長及び担当課長から、事業概要及び進捗状況
について、老朽化の状況や工事の現場写真等をおり
まぜながら詳しく説明を受けました。

議 会 ト ピ ッ ク
国営かんがい排水事業

加治川用水地区について研修
～新発田市・聖籠町議員協議会～
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